
ブリヂス トン美術館

久留米 ・石橋美術館

27 館報

BRIDGESTONE MUSEUM OF ART

Annual Report

    1978





ブリヂス トン美術館

久留米 ・石橋美術館

   館 報

   27

昭 和53(1978)年 度 記 録



表紙:エ ジプ ト 「聖猫」(部 分)

Cover:EGYPT“Cat, sacred to the goddess Bastet” (detail)



目  次

1． 設 立 趣 旨,機 構 ・運営

2． 主 な 記 録

    ブリヂス トン美術館特別展

    ブリヂス トン美術館特別陳列(3F)

    ブリヂス トン美術館土曜講座

    久留米 ・石橋美術館特別陳列(2F)

    久留米 ・石橋美術館美術講座

    久留米 ・石橋美術館1階 ギャラリーにて

    その他の記録(久 留米 ・石橋 美術館)

3．1978年 度 入場 者数

4． 新収蔵 作 品

5． 研 究 報 告

    評伝のための研究 ノー トI

    ―― 浅井忠の性格についての一考察――

       阿部信雄(ブ リヂス トン美術館学芸員)

6． 美 術館 案 内

2

 4

 5

11

12

14

15

15

17

18

24

38



設 立 趣 旨

   ブリヂス トン美術館

 ブ リヂス トン美術館は,石 橋正二郎氏が多年にわたって蒐集愛蔵 した内外の美術品を,社 会公共の

ため,広 く一般の鑑賞に供 し,文 化向上の一端に貢献 したいとの趣旨に基づき,昭 和27年1月8日,

ブ リヂストンビルデ ィング建設の機会に開設 された ものであ り,昭 和31年4月 設立 された財団法人石

橋財団がその経営を継承 し,昭 和36年9月 同氏の所蔵美術品の一切の寄贈 を受けた。尚,昭 和34年5

月には面積が二倍に拡張 されると共に,設 備に大改良を加えた新装工事が完成した。

   久留米 ・石橋美術館

 久留米,石 橋美術館は,石 橋正二郎氏が昭和31年4月26日,ブ リヂス トンタイヤ株式会社創立25周

年を記念 して,社 会公共の福祉 と文化向上のために,郷 土,久 留米市に寄贈 した石橋文化センターの

中心施設である。昭和52年,創 設者 ・石橋正二郎氏の遺族の寄付により増改築が行われた0

機 構 ・運 営

石 橋 財 団

理 事 長

理  事

監  事

評 議 員

事 務 局長

運営委員会

 委員長

 委 員

石井光次郎

石橋幹一郎,

有 田 一 寿,

加 嶋 五 郎,

石井光次郎,

加 嶋 五 郎,

小 林 行 雄,

谷 口鉄 雄,

氷 室 憲 吉

石橋幹一郎

今 泉 篤 男,

朝 吹 三 吉,

富 永 惣 一,

今 泉 篤 男,

亀 徳 正 之,

石 橋幹一郎,

竜頭文吉郎,

郷 裕 弘,

岸 田 勉,

富 永 惣 一,

谷 口鉄 雄,

鳩 山威一郎,

氷 室 憲 吉

赤 司 二 郎

富 永 惣 一,

鵜 沢 晋,

河 北 倫 明,

平 塚 益 徳,

嘉 門 安 雄,

岸 田 勉,

茅 誠 司,

茅 誠 司,

石井公一郎,

谷 信 一,

石 橋 寛,

河 北 倫 明,

脇 田 和,

柴 田 周 吉,

柴 田 周 吉,

今 泉 篤 男,

山田智三郎,

嘉 門 安 雄

谷 信 一,

高 階 秀 爾

盛 田 昭 夫,

氷 室 憲 吉,

中 川 洋,

朝 吹 三 吉,

山田智三郎,

ブリヂス トン美術館

顧 問

館 長

高橋誠一郎

嘉 門 安雄

参  与

事 務 部長

久保貞次郎,松 本 栄 一

加 賀 守 学 芸課 長 島 田紀 夫

久留米 ・石橋美術館

館 長 岸 田 勉 事 業 課 長 山上隆之輔
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PROSPECTUS

   BRIDGESTONE MUSEUM OF ART 

 On January 8, 1952, in celebration of the construction of the Bridgestone Building , which was completed 
in that year, Mr. Shojiro Ishibashi , ever mindful of promotion of cultural development in Japan, opened 
to the public an art gallery within the building , under the name of Bridgestone Gallery. Mr. Ishibashi's 
personal collection formed the nucleus of the exhibits of paintings, sculptures and other objets d'art . 

 The management of the Gallery was taken over by the Ishibashi Foundation in April 1956, and in S
eptember 1961 Mr. Ishibashi donated numerous art objects of his collection to the Foundation . 

 In May 1959 the Gallery was considerably enlarged and entirely renovated , and in January 1968 the 
English name was changed from Bridgestone Gallery to Bridgestone Museum of Art .

  ISHIBASHI MUSEUM OF ART 

 On April 26, 1956, in celebration of the 25th Anniversary of the Bridgestone Tire Co., Ltd., Mr. 
Shojiro Ishibashi donated the Ishibashi Cultural Center , of which the Ishibashi Art Gallery was a main 
institution, to the city of Kurume , his native place, for the purpose of rendering services to the public 
and of promoting the cultural development. In 1971 the English name was changed from Ishibashi Art 
Gallery to Ishibashi Museum of Art , and in 1977, thanks to a contribution of the bereaned of Mr. Shojiro 
Ishibashi, the building of the Museum was recontructed and extended .

 ORGANIZATION & MANAGEMENT

Ishibashi Foundation

President of the Board of Directors

Directors

Auditors 

Councillors

General Manager

Mitsujiro Ishii

Kan-ichiro Ishibashi 
Shukichi Shibata 

Kenkichi Himuro 

Goro Kashima 

Mitsujiro Ishii 

Shukichi Shibata 

Susumu Uzawa 

Yukio Kobayashi 

Chisaburo Yamada 

Masunori Hiratsuka 

Kenkichi Himuro

Soichi Tominaga 

Akio Morita

Masayuki Kitoku 

Kan-ichiro Ishibashi 

Kenkichi Himuro 

Koichiro Ishii 

Yasuhiro Go 

Sankichi Asabuki 

Hiroshi Ishibashi

Iichiro Hatoyama 

Kazuhisa Arita

Jiro Akashi 

Soichi Tominaga 

Goro Kashima 

Atsuo Imaizumi 

Michiaki Kawakita 

Tetsuo Taniguchi 

Yasuo Kamon

Seiji Kaya 
Atsuo Imaizumi

Seiji Kaya 

Bunkichiro Ryuto 

Yo Nakagawa 

Nobukazu Tani 

Tsutomu Kishida

Executive Committee

Chairman 

Members

Kan-ichiro Ishibashi 

Atsuo Imaizumi 

Nobukazu Tani 

Tsutomu Kishida

Soichi Tominaga 

Chisaburo Yamada 

Kazu Wakita

Yasuo Kamon 

Sankichi Asabuki 

Shuji Takashina

Michiaki Kawakita 

Tetsuo Taniguchi

Bridgestone Museum of Art

Adviser 

General Director

Seiichiro Takahashi 

Yasuo Kamon 

Administrator

Councillors

Mamoru Kaga

Teijiro Kubo 

Chief Curator

Eiichi Matsumoto 

Norio Shimada

Ishibashi Museum of Art

Director Tsutomu Kishida Chief Curator Ryunosuke Yamagami

—



主 な 記 録

《ブ リヂ ス トン美 術館 特 別展》

生誕90年 記 念 安井曽太郎展

1978年4月29日 か ら6月11日 まで,ブ リヂストン美術館 ・日本経済新聞社の主催による 「生誕90年 記念安井曾太

郎展」が開かれた。出品点数は,油 彩162点,水 彩 ・パステル9点,デ ッサン58点,「 文芸春秋」表紙絵88点 。

38日 間 の入館者数は55,231人 であった。

会 場 風 景

ポ ス タ ー

カ タ ロ グ

安部能成君像 1953頃

玉虫先生像 1934 水 浴 裸 婦 1914
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《ブ リヂ ス トン美 術館 特 別陳 列(3F)》

水彩とデッサ ン――浅井から梅原まで

(1978年4月1日 ～4月23日)

浅 井 忠(1856－1907)

 グ レーの古橋

 グ レーの橋

藤島武二(1867―1943)

 キャフェにて

 裸婦素描

 臥裸婦素描

 騎兵

 琉球の女

 黄蒲江

 STELLA

 朝の海

 日の出

 日の出

青木 繁(1882―1911)

 子守

古賀春江(1895―1933)

 遊園地

岸田劉生(1891―1929)

村娘図

麗子坐像

肩掛麗子図

水彩

水彩

鉛筆

鉛筆

鉛筆

鉛筆

鉛筆

水彩

水彩

パ ス テル

パ ス テル

ハ ステル

鉛筆

水彩

パステル ・コンテ

  水彩

  水彩 ・木炭

中 西利 雄(1900－1948)

 パ リの 裏街

 ピア ノの あ る部 屋

熊 谷 守 一(1880－1977)

 ば ら図

安 井 曽太 郎(1888－1955)

焼岳

北京風景

ばら

グ ワ ッシ ュ

グ ワ ッ シ ュ

フ ェル トペ ン

水彩

水彩 ・パステル.色 鉛筆

   水 彩

梅原龍三郎(1888― 　  )

 三津 浜風景

前田寛治(1896―1930)

 人物像習作

脇田 和(1908― 　　 )

 版画5点

水彩

油彩

28.5×45.0cm

27.0×43.0cm

31.0×24.0cm

31.0×24.0cm

23.0×29.0cm

55.5×27.0cm

35.5×28.0cm

28.0×36.0cm

10.5×9.5cm

27.0×34.5cm

26.5×35.0cm

26.5×35.0cm

9.5×16.0cm

47.0×61.0cm

40.0×31.0cm

34.0×47.0cm

46.5×31.0cm

47.0×60.0cm

60.5×47.0cm

33.0×24.0cm

35．0×27.5cm

27.0×19.0cm

27.0×35.0cm

50.5×58.0cm

46.0×39.0cm

1901年

1902年

1906～7年

1906～7年

1928年

1935年

1936年

1938年

1926年

1919年

1920年

1920年

1930年

1975年

1944年

岸田劉生と海老原喜之助の素描集

(1978年6月17日 ～7月30日)

岸 田劉 生(1891～1929)

  自画 像 油彩 ・画布 44 ×36.5cm 1913年
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浅井 忠 「グ レーの古橋」

藤島武二 「琉球の女」

古賀春江 「遊園地」

岸田劉生 「麗子坐像」

中西利雄 「ピアノの前」

安井曽太郎 「北京風景」



蓁の像

麗子一才像

母と子

男の顔

石と草
夜の海辺(記 憶を基
 とせ し空間のエス
 キース)

村娘図

村 娘

肩掛麗子像

鉛 筆 ・紙

鉛 筆 ・紙

ペ ン ・イ ン ク ・鉛 筆 ・紙

 コ ンテ ・紙

 コ ンテ ・紙

ペ ン ・イ ン ク ・

    コ ンテ ・紙

パ ス テ ル ・コ ンテ ・淡 彩 ・紙

  ペ ン ・イ ン ク ・紙

  水 彩 ・木 炭 ・紙

人物 ・三人)自 画像)

自画像

歩 く人

鵠沼よい祭

芝居スケッチ

 コ ンテ ・紙

鉛 筆 ・淡彩 ・紙

 ペ ン ・イ ン ク ・紙

ペ ン ・イ ン ク ・鉛 筆 ・紙

ク レパ ス ・鉛 筆 ・紙

海老原喜之助(1904～1970)

青年像

素 描(裸 婦)

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描(女6態)

素 描(鬼)

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描

素 描(女)

素 描

素 描

素 描(顔)

素 描

素 描(食 べる男)

素 描

素 描(花)

素 描(目)

素 描(風 景)

素 描

油 彩 ・画 布

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

墨 ・紙

26.8×17.5cm

18 ×14 cm

18 ×16.5cm

27 ×18 cm

8.5×18.5cm

12 ×14 cm

40 ×31 cm

23 ×17 cm

46.5×31 cm

25.5×17 cm

21 ×14.5cm

13 ×18 cm

27 ×14.5cm

10.5×17.5cm

49.5×43 cm

26 ×35 cm

26 ×36.4cm

26 ×36.5cm

26 ×36.5cm

24.5×35 cm

26.8×37.8cm

25.5×35.2cm

25.5×36 cm

25.5×36.2cm

25.5×36.3cm

25.5×36.3cm

27 ×38 cm

27 ×38 cm

27 ×38 cm

27 ×38 cm

24.8×23 cm

26 ×18.5cm

35.2×25.3cm

38 ×27 cm

38 ×27 cm

39 ×26.6cm

21 ×29.5cm

26 ×18.5cm

35.3×25.2cm

21.8×27.3cm

24.5×35 cm

25.5×35.2cm

26.5×37.5cm

35 ×24.5cm
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1914年

1914年

1914年

1914年

1916年

1918年

1919年

1919年

1920年

1927年

1944年

1954年

海老原喜之助 「青年像」

海老原喜之助 「素 描」

海老原喜之助 「素 描」

海老原喜之助 「素 描」



マ リノ ・マ リーニ版画展

(1978年8月3日 ～10月1日)

若い女

ポモナ習作

舞台にて

踊り子

坐る人物

背景幕

通 告

盾

馬上試合1

手品師

2人の軽業師と馬

赤と黒の騎手

オレンジの縁のある騎手と馬

コンポジョン

馬

馬と騎手

緑の地の騎手

2人 の道化師と馬

馬と騎手

黒い騎手

星形のある黒地の騎手

褐色の地の黒と赤の騎手

黒い騎手

奇 跡

奇 跡

星

待 つ

空 間

叫 び

馬と騎手

諸要素の集合

44 ×30 cm

39 ×30 cm

38.5×29.5cm

40.5×30 cm

39 ×25 cm

29.5×38.5cm

38.5×29.5cm

38.5×30 cm

38.5×29.5cm

61 ×39 cm

61 ×41 cm

60 ×42.5cm

62 ×46 cm

60.5×41.5cm

33 ×56 cm

39.5×31 cm

59 ×42 cm

64 ×48 cm

65 ×49 cm

57 ×46 cm

70 ×50 cm

70 ×50 cm

41.5×32.5cm

77 ×55.5cm

83 ×56.5cm

66.5×48 cm

73.5×50 cm

66 ×47.5cm

63.5×89.5cm

61.5×69 cm

51 ×78.5cm

1942年

1942年

1942年

1942年

1942年

1943年

1943年

1943年

1943年

1951年

1955年

1955年

1955年

1955年

1955年

1956年

1957年

1960年

1960年

1960年

1961年

1961年

1962年

1965年

1965年

1965年

1965年

1965年

1965年

1965年

1965年

マ リーニ 「若い女」

マ リーニ

「星形の ある黒地 の騎手」

パ ブロ ・ピカソ版画展―― 〈シュィ ト・ヴォラール〉より 「彫刻家のアトリエ」を中心に

(1978年10月5日 ～12月24日)

坐る彫刻家と横たわるモデルと男の彫像

女性の坐像をみつめる彫刻家とモデル

頭部像を前にした二人の女性

制作中の彫刻家

坐る彫刻家と二つの頭部像

頭部像を制作する彫刻家

バッカス祭の彫刻を前にした彫刻家とモデル

休息する彫刻家と横たわるモデルと彫刻

エ ッチ ン グ

ドライ ポ イ ン ト

エ ッチ ング

エ ッチ ング ・けず り出 し

エ ッチ ング

エ ッチ ン グ

エ ッチ ング

エ ッチ ング

26.7×19.3cm

31.8×18.5cm

26.7×19.3cm

26.7×19.3cm

26.7×19.4cm

26.7×19.4cm

19.6×26.7cm

19.3×26.7cm

1933年

1933年

1933年

1933年

1933年

1933年

1933年

1933年
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群像彫刻を眺める窓辺のモデル

窓辺の彫刻家とモデル

彫刻家とモデルの頭部と大股に歩く青年像

少女と男性頭部の素描と背面の裸婦

モデルと超現実主義の彫刻

うずくまるモデルと裸婦像

裸婦坐像と頭部像と花瓶

胸像をみつめる三人の役者

二人の裸婦

四人のモデルと頭部像

二人の男とミノタウロスと鳥の彫刻

娘に暴行を加えるミノタウロス

瀕死の ミノタウロス

ミノタウロスと酒を飲む彫刻家 と三人のモデル

鳩 を持つ少女に導かれる盲目の ミノタウロス

レンプラントの頭部とさまざまな習作

二人の裸婦とレンブラントの肖像

ろうそ くの火に照らされた

        眠れ る女を見守る少年

画室にて

画家とモデル

エ ッチ ン グ

エ ッチ ング

エ ッチ ング

エ ッチ ン グ

エ ッチ ング

エ ッチ ング

エ ッチ ング ・

  ア クア テ ィ ン ト

ドラ イ ポ イ ン ト

エ ッチ ング

エ ッチ ング ・

  ビ ュ ラ ン

ア クア テ ィメ ン ト ・

  エ ッチ ング

エ ッチ ング

エ ッチ ン グ

エ ッチ ング

エ ッチ ン グ

エ ッチ ン グ

エ ッチ ング ・

  けず り出 し

エ ッチ ング.

  ア クア テ ィン ト

ア クア テ ィン ト ・

  ドライ ポ イ ン ト

油 彩

29.7×36.7cm

36.1×29.4cm

36.7×29.8cm

37.7×29.4cm

26.7×19.3cm

26.7×19.3cm

26.7×19.3cm

27.5×18.2cm

27.8×19.8cm

22.3×31.6cm

24.9×34.8cm

19.4×26.8cm

19.2×26.7cm

29.8×36.5cm

23.8×30.0cm

27.8×19.8cm

27.8×19.8cm

23.7×30.0cm

24.9×38.3cm

89 ×116cm

1933年

1933年

1933年

1933年

1933年

1933年

1933年

1933年

1934年

1934年

1934年

1933年

1933年

1933年

1934年

1934年

1934年

1934年

1965年

1963年

近 代 ヨ ー ロ ッ パ の 水 彩 と 素 描―― ドラ ク ロア か ら ビ ュ ッフ ェ まで

(1979年1月6日 ～3月4日)

 ウ ジ ェ ー ヌ ・ドラ ク ロア(1798～1863)

 馬 習 作

コ ン ス タ ン タ ン ・ギ ー ス(1805～1863)

 酒 場

ポ ール ・セ ザ ン ヌ(1839～1906)

 凭 れ る裸 体

 水 浴

ク ロー ド ・モ ネ(1840～1926)

 霧 の テ ム ズ河

オ デ ィ ロン ・ル ドン(1840～1916)

 裸 婦

オ ー ギ ュス ト ・ロダ ン(1840～1917)

 裸 婦

裸 婦

オ ギ ュ ス ト ・ル ノア ール(1841～1919)

 裸 婦

水 彩

水 彩

木 炭

水 彩

パ ス テル

鉛筆・パステル

鉛筆 ・淡彩

鉛筆 ・淡彩

コ ンテ

19.0×25.Ocm

18.5×21.5cm

31.0×40.0cm

12.0×20.0cm

34.0×50.0cm

60.0×68.0cm

18.0×11.5cm

31.0×17.5cm

32.0×17.0cm

1861～65年

1887年

1911年 頃

セザ ンヌ 「凭れ る裸体」

ルノアール 「裸婦」
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エ ミール=ア ン トワー ヌ ・ブ ル デル(1861～1929)

レダと白鳥

傷つける精を運ぶサントール

クロノス

裸 婦

イサ ドラ ・ダンカン

踊るイサドラ

踊るイサ ドラ

踊るイサ ドラ

踊るイサ ドラ

踊るイサ ドラ

ポ ール ・シ ニ ャ ッ ク(1863～1935)

 ラ ・ロ シ ェル 風 景

ア ン リ ・マ テ ィ ス(1869～1954)

 リュ リュ と犬

アル べ ール ・マル ケ(1875～1947)

 出 発

水 彩

水 彩

グ ワ ッシ ュ

ペ ン ・イ ン ク

ペ ン ・イ ン ク

ペ ン ・イ ン ク

ペ ン ・イ ン ク

ペ ン ・イ ン ク

ペ ン ・イ ン ク

ペ ン ・イ ン ク

水 彩

ペ ン ・イ ン ク

墨

モ ー リス ・ ド ・ヴ ラマ ン ク(1876～1958)

 風 景

ラ ウル ・デ ュ フ ィ(1877～1953)

 開 かれ た窓 の静 物

 オ ア シ ス

パ ウル ・ク レー(1879～1940)

 冬

モ ー リス ・ユ トリ ロ(1883～1955)

 ムー ラ ン ・ ド ・ラ.ギ ャ レ ッ ト

水 彩

水 彩

鉛 筆

水 彩

パ ス テル

25.0×16.0cm

20.0×15.0cm

16.0×20.8cm

25.0×31.0cm

22.0×14.0cm

22.0×14.0cm

22.0×14.0cm

22.0×14.0cm

22.0×14.0cm

22.0×14.0cm

21.0×27.0cm

55.0×45.0cm

27.5×15.0cm

47.0×56.0cm

46.0×59.0cm

41.3×55.2cm

48.0×42.0cm

26.0×29.7cm

ア ン ド レ ・デ ュ ノワ イエ ・ド ・ス ゴ ンザ ッ ク(1884～1974)

風 景

ロ ジ ェ ・ド ・ラ ・フ レネ(1885～1925)

花

静 物

 ば ら

水 彩

鉛 筆

水 彩

ペン ・インク

ア レグザ ン ダー ・ア ー キ ペ ン コ(1887～1964)

裸 婦

オ シ ップ ・ザ ッキ ン(1890～1967)

3人 の女

3つ の 冒 険

ベ ル ナ ール ・ビ ュ ッフ ェ(1928～  )

海藻 とうに

木 炭

グ ワ ッシ ュ

グ ワ ッ シ ュ

ペ ン ・イ ン ク ・淡 彩

50.0×56.0cm

26.0×20.0cm

18.0×23.0cm

25.0×18.5cm

44.5×30.0cm

62.0×45.0cm

64.0×47.5cm

50.0×65.0cm

1921年

1931年

1912年

1921年

1933年

1908年 頃

1938年

1951年
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マ テ ィス 「リュ リュと犬 」

マル ケ 「出発」

デ ュフイ

  「開かれた窓 の静物」

ユ ト リロ

 「ム ー ラ ン.ド ・ラ ・

     ギ ャ レ ッ ト」

ザ ッキン 「3入 の女」



53年 度 新収蔵作品展

(1979年3月8日 ～4月29日)

 〈絵 画 〉

 ポール ・セザンヌ(1839～1906)

  水浴図(休 息する水浴の男たち)

ザ オ ・ウー キー(1921～　　   )

 24.2.70

 10.6.75

坂 本 繁 二 郎5 (1882～1969)

 自 像

〈彫 刻 〉

エ ジ プ ト

 聖 猫

ヘ ン リー ・ム ア(1898～  )

 横 た わ る人 体

豊 福 知 徳(1925～ 　　  )

 半 円柱I

 レ リー フ(金)Ⅱ

白 グ ワ ッシ ュ ・

水 彩 ・イ ン ク ・紙

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

ブロンズ

ブ ロ ンズ

ブ ロ ンズ

ブ ロ ンズ

 10.0×16.5cm

130.0×162.0cm

 65.0×81.0cm

 52.8×45.2cm

1875～77年

1970年

1975年

1923～30年

21.5×98×48.2cm

第22～25王 朝(950～660B.C.)

40×80.5×39.5cm

17×39×195cm

6×59×47.7cm

1976年

1964年

1967年

〈版 画 〉

パ ウル ・ク レー(1879～1940)

ホフマン風物語の情景 カ ラー ・リ トグ ラ フ 31.6×22.8cm 1921年

浜 口陽 三(1909～　　   )

 6枚 の カ ラー ・メ ゾチ ン ト

 (毛 糸,さ くらん ぼ う,ア スパ ラガ ス,

て ん と う虫,ぶ ど う,ざ くろ) カ ラー ・メ ゾ チ ン ト 11.5×11.5cm 1978年
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《ブ リヂス トン美術館土曜講座》

通算
回数

ll01

1102

1103

1104

月 目 講 座 題 目

1978年 《安井曽太郎展記念講演会》

4.15(1)

4.22(2)

4.29 (3)

5.6(4)

安井曽太郎の時代

安井先生の制作

安井さんの思い出

安井曽太郎の芸術

講 師

嘉門 安雄

小野  末氏

福島 慶子氏

富山 秀男氏

《第5回 ギ リシャの文化と美術

     古代ギ リシャ彫刻の巨匠たち》

1105

1106

1107

1108

1109

1110

1111

1112

1113

1114

1115

1116

1117

1118

1119

1120

11 21

1122

1123

5.13(1)

5.20(2)

5.27(3)

6.3(4)

6.10(5)

6.17(6)

6.24(7)

7.8(1)

7.15(2)

7.22(3)

7.29(4)

8.5(5)

8.12(6)

挨拶

ア ッテ ィカの墓碑

カンビオティス駐 日

   ギ リシャ大使

   澤柳大五郎氏

映 画 「エ ー ゲ 海 クル ー ズの 旅 」

フ ェ イデ ィア ス

ポ リュ ク レイ トス

ス コパ ス

プ ラ クシテ レ ス

リュ シ ッポ ス

現 代 彫 刻 とギ リシ ャ

《名 作 物 語》

松島 道也氏

前田 正明氏

中山 典夫氏

水田  徹氏

穴沢 一夫氏

保田 春彦氏

レオナル ド《最後の晩餐》

高階 秀爾氏

ピ エ ロ ・デ ラ ・フ ラ ン チ ェ ス カ

《シバ の 女 王 》

フ ァン ・ア イ ク

《ゲ ン トの 祭 壇 画 》

ゴ ヤ 《1808年5月3日 》

嘉門 安雄

黒江 光彦氏

大高保二郎氏

クー ル ベ 《画 家 の ア ト リエ》

ム ン ク 《叫 び 》

阿部 良雄氏

佐藤 節子氏

《エルミタージュ秘宝展記念》

9.2

9.9(1)

9.16(2)

9.30(3)

10.7(4)

10.14(5)

レ ンブ ラ ン ト 《ダナ エ 》

《バロックの時代》

バ ロ ッ クの展 開

嘉門 安雄

中山 公男氏

イ タ リア ・バ ロ ッ クの建 築

横山  正氏

イ タ リア ・バ ロ ッ クの彫 刻

千足 伸行氏

イ タ リア ・バ ロ ッ クの天 井 画

ル ー ペ ン ス の芸 術

木島 俊介氏

黒江 光彦氏

通算
回数 月 日

1124 10.21 (6)

1125 10.28 (7)

1126 11.11 (1)

112711.18(2)

1128 11.25 (3)

1129 12. 2 (4)

1130 12. 9 (5)

1131

1132

1133

1134

1135

1136

1137

1138

1139

1140

1141

1142

1143

1144

1145

12.16

講 座 題 目

ヴェルメールの世界

ネーデルラントの絵画

講 師

菅野 敦子氏

カール ・アルント氏

通訳:前 川 誠郎氏

《地中海の女性たち》

血に飢えた女たち 久保 正彰氏

地中海地域における地母神

矢島 文夫氏

ア プ ロデ ィテ と ヴ ィー ナ ス

聖母マリア

ルネッサンスの女たち

《特  別  講  演》

本年度の美術界の回顧

展覧会を中心に

三輪 福松氏

樺山 紘一氏

高階 秀爾氏

嘉門 安雄

1979年 《近代美術のヨ-ロ ッパと日本》

1.13(1)

1.20(2)

1.27(3)

2.3(4)

2.10(5)

2.17(6)

2.24(7)

洋風画から洋画へ 芳賀  徹氏

フォンタネージと明治美術会

黒田清輝と外光派

ロダンと日本の彫刻

青木繁とラファエル前派

岸田劉生と雑誌 「白樺」

佐伯祐三とパ リ

《第6回 ギリシャの文化と美術

 美術とギリシャの神々》

3.10(1)

3.17(2)

3.24(3)

3.31(4)

4.7(5)

4.14(6)

4.21(7)

挨拶

ギリシャと私

岩崎 吉一氏

陰里 鉄郎氏

三木 多聞氏

大島 清次氏

匠  秀夫氏

朝日  晃氏

カンビオティス駐日

   ギ リシャ大使

  秀村 欣二氏

映画 「エウロペ神話 と風車」

オ リンポスの王ゼウス

アフロディテ讃歌

引地 正俊氏

中山 典夫氏

双子の神アポロンとアルテミス

技と武の女神アテナ

海の王者ポセイ ドン

逸身喜一郎氏

細井 敦子氏

三浦 一郎氏

ヘ ル メ ス とデ ィオ ニ ュ ソ ス－

その生の躍動 青柳 正規氏
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《久留米 ・石橋美術館特別陳列(2F)》

藤島武二滞欧作 品展

(1978年4月29日 ～6月]1日)

素 描

裸婦素描

裸婦素描

臥裸婦素描

ヴェルサイユ風景

ルツェル ン

ネミ湖

瑞西風景

噴 水

噴水のある池

ヴィラ・デステの池

糸杉(ヴ ィラ ・ファルコニエリ)

ポンペイ壁画模写

ポンペイ壁画模写

ポンペイ

ポンペイ遺跡

池

糸 杉

ナポ リ湾

イタリアの海

池畔の女

半裸婦人像

空(ロ ーマ)

雲(ロ ーマ)

ローマの遺跡

ローマの寺院

ローマの郊外

黒 扇

チ ョチャラ

鉛筆 ・紙

鉛筆 ・紙

鉛筆 ・紙

鉛筆 ・紙

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・板

油彩 ・板

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・板

油彩 ・板

油彩 ・板

油彩 ・板

油彩 ・画布

油彩 ・板

油彩 ・板

油彩 ・板

油彩 ・画布

油彩 ・画布

31.0×24.0cm

31.0×24.0cm

31.0×24.0cm

24.0×31.0cm

73.0×91.0cm

23.0×33.0cm

26.5×35.0)cm

24.0×33.0cm

16.0×22.0cm

24.0×33.0cm

24.0×33.0cm

40.0×37.0cm

35.0×26.5cm

26.5×35.0cm

26.5×35.5cm

26.5×35.5cm

31.0×26.0cm

33.0×24.0cm

26.0×35.0cm

24.0×32.0cm

30.0×31.0cm

31.0×30.0cm

27.0×35.5cm

22.5×38.5cm

35.3×26.5cm

33.5×27.0cm

24.0×33.0cm

64.0×41.5cm

45.0×38.0cm

1906～7年

1906～7年

1906～7年

1906～7年

1906～7年

1908年

1908年

1908年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

1908～9年

坂本繁二郎資料特別展示

(1978年7月8日 ～8月27日)

夏 野

節 分

町 裏

早 春

新 聞

御宿村風景

魚を持って来た海女

暑中休暇の校庭

あらしの海

静 物

油彩 ・画布

墨

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

71.0×116.0cm

二 曲 一 隻 屏 風 装

80.3×60.5cm

80.5×60.0cm

80.5×60.7cm

60.7×50.3cm

115.7×89.0cm

60.5×79.3cm

24.0×33.0cm

45.0×60.5cm

1898年

1901年

1904年

1905年

1910年

1912年

1913年

1915年

1917年

1918年
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少 女

読書の女

パリ郊外

帽子を持てる女

母の像

自画像

放 牧

農村風景

放牧三馬

母仔馬

放牧二馬

かまど

柿

植木鉢

鼓胴と能面

牛

婦人像

霧島風景

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

水彩 ・紙

油彩 ・画布

墨

油彩 ・画布

油彩 ・画布

木炭 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・画布

油彩 ・板

41.0×33.0cm

41.0×32.0cm

53.5×65.5cm

80.5×60.5cm

53.0×45.5cm

45.5×37.5cm

71.5×116.5cm

23.4×32.9cm

79.5×99.0cm

16.0×22.0cm

91.0×116.5cm

掛 幅 装

46.0×55.0cm

38.3×45.5cm

37.9×45.5cm

60.5×80.3cm

81.0×64.8cm

47.5×83.0cm

1923年

1923年

1923年

1923年

1927年

1929年

1930年

1930年

1932年

1935年

1936年

1941年

1944年

1959年

1962年

1919～65年

1922～68年

1960年(2枚 組 ・板 戸)

その他・坂本遺品 ・パ レットなど数点

ブ リヂス トン美術館賞現代版画展

(1978年10月24日 ～12月10日)

吉原英雄

 女

 赤 い 雲 の ブ ラ ン コ

 彼 と彼 女

 Finger

 期 待

 ダ ッシ ュ

 North-Northwest

 失 った夢I

 Blue Sky

 北 の道

 Torn Rose

 Woman in the Sky

 Y0ung Lady

 Finger

 Two Tops

靉  嘔

 From the Dictionary

北 川 健 治

 午 後

 Friday

 Man Walking

鎌 谷 伸 一

 北 の病

1969年

1969年

1969年

1969年

1967年

1967年

1966年

1968年

1967年

1967年

1967年

1967年

1968年

1968年

1967年

1971年

1974年

1974年

1974年

1975年

リ トグ ラ ブ

リ トグ ラ フ

リ トグ ラ フ

リ トグ ラ ブ ・エ ッチ ン グ

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ン グ

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ン グ

リ トグ ラ ブ ・エ ッチ ン グ

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ン グ

リ トグ ラ ブ ・エ ッチ ン グ

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ン グ

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ン グ'

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ン グ

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ング

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ング

リ トグ ラ フ ・エ ッチ ング

シル ク ス ク リー ン(7枚)

エ ッチ ング

エ ッチ ング

エ ッチ ング

シル クス ク リー ン(3枚)
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東 谷 武 美

 NZ-No.3

 NZ-No.4

マ リ ノ ・マ リー ニ

 軽 業 師

ロ ジ ェ ・ビ ッシ ェー ル

 緑

アル フ レ ッ ド ・マ ネ ッシ ュ

 丘

ル チ オ ・フ ォ ン タナ

 空 間概 念-43/50

ミ ロスラ ブ ・シ ュテ ィ

 ウル トラAB

ア ン トニ ・ク ラー ヴ ェ

 王(作 品Ⅲ)

セル ジ ュ ・ トウ シニ ヤ ン

 六 日周 期 の

ピー タ ー ・ホル ス タイ ン

 エル ンス ト ・マ ックの観 察

ル イ ス ・ロペ ス ・ロサ

 太 陽 の 山

レオ ンハ ル ド ・ラー ピ ン

 創 造Ⅱ

1978年

1978年

1956年

1960年

1960年

1964年

1966年

1956年

1965年

1969年

1972年

1974年

ウ ラデ ィミー ル ・ヴ ェ リチ コ ヴ ィ ッチ

跳 躍 の 三 つ の 状 態Fig. XIII/S 1975年

リ トグ ラ フ

リ トグ ラ フ

リ トグ ラ ブ

エ ッチ ン グ

リ トグ ラ フ

凸 版

セ リグ ラ フ

リ トグ ラ プ

リ トグ ラ フ

エ ッチ ン グ

凸 版 メ ゾチ ン ト

孔 版

セ リグ ラ フ

《久留米 ・石橋美術館美術講座》

夏季特別美術講座

1978年7月15日

     7月22日

     7月29日

「日本近代絵画と九州画壇」

「九州の中世美術」

「芸術作品と道徳」

九州産業大学芸術学部長

     九州大学教授

      石橋美術館

谷口 鉄雄氏

平田  寛氏

岸田  勉

美術講座 「今日の美術の現況」

1979年2月10日

     2月17日

     2月24日

     3月10日

「工芸の現況」

「映像美術の現況」

「写真芸術の現況」

「彫刻の現況」

 九州芸術工科大学教授

 九州芸術工科大学助手

九州芸術工科大学助教授

九州芸術工科大学助教授

鈴本 健二氏

吉積 健氏

今井 滋氏

赤堀 光信氏

「映像美術 の現 況」(吉 積健氏) 「写真芸術 の現況」(今 井滋氏)
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《久留米 ・石 橋 美術館1階 ギ ャラ リーにて》

スゴンザ ック展

会  期:1979年3月13日 ～3月25日

主  催:石 橋美術館,読 売新聞西部本社,FBS福 岡放送

出品点数:油 彩33点,水 彩34点,デ ッサン40点,銅 版画38点,計145点

入館者数:7,187名

スゴンザ ック展 オープ ニング スゴ ンザ ック展会場

久留米市総合 美術展

(1978年12月1日 ～12月17日)

久留米市総合美術展

《その他の記録(久 留米 ・石橋美術館)》

ボ ランティア養成講 座(1978年4月20日)

             (右端 は岸 田館 長)

日曜画家ス クール(1978年7月16日)

      講 師は古 賀耕児氏(二 科会会員)
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NHK福 岡製作 “炎の海”撮影風景(1978年7月24日)

             (青木繁役 は米倉斉加年氏)

NHK日 曜美術館 “美術 館散歩”にて放映

              (1978年8月13日)

現代九州彫刻展

(1978年9月1日 ～9月30日)

 受賞作は石橋文化センター内に展示,応 募マケットは石橋美術館1階 ギャラリーに展示。

大賞 津留誠一 「日干 し」

石 橋美術 館賞 能登原弘芳 「ネ ジ リンボ ウ」 久 留米連合文化会賞 毛利陽 出春 「ハ ンガー ス トー ンⅡ」
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1978年 度 入 場 者 数

ブリヂス トン美術館

有      料
月 開館日数

一 般 大 ・高生 中 ・小生 団 体 合 計
無 料 総 計 一日平均

4

5

6

7

8

9

10

11

12

 1

 2

 3

22

26

22

26

27

26

26

26

21

22

24

27

5,926

24,511

12,574

4,157

4,835

4,279

4,651

4,325

2,990

3,598

4,974

5,258

2,153

4,457

3,048

1,703

1,937

1,246

1,719

1,558

1,170

1,525

1,869

1,714

  163

  746

  440

  629

1,554

  323

  197

  265

  106

  251

  211

  452

1,036

2,815

1,356

  272

   45

  476

  546

  520

  178

  334

  444

  179

9,278

32,529

17,418

6,761

8,371

6,324

7,113

6,668

4,444

5,708

7,498

7,603

  279

2,953

3,426

  160

   62

   50

   76

   81

   50

   51

   82

   83

9,557

35,482

20,844

6,921

8,433

6,374

7,189

6,749

4,494

5,759

7,580

7,686

  434

1,365

  947

  266

  312

  245

  277

  260

  214

  262

  316

  285

合 計 295 82,076 24,099 5,337 8,201 119,715 7,353 127,068 431

久留米 ・石橋美術館

有      料
月 開館日数

一 般 大 ・高生 中 ・小 生 団 体 合 計
無 料 総 計 一日平均

 4

 5

 6

 7

8

 9

10

11

12

 1

 2

 3

26

26

26

26

27

26

26

26

23

25

25

22

3,035

3,212

1,977

1,493

2,784

2,464

2,423

2,752

1,146

1,658

1,538

1,876

306

304

208

204

486

277

231

239

166

193

207

359

465

326

178

219

684

327

246

384

114

282

238

164

1,981

3,251

1,643

  438

  338

2,601

5,507

3,356

  322

  204

  502

  541

5,787

7,093

4,006

2,354

4,292

5,669

8,407

6,731

1,748

2,337

2,485

2,940

598

254

159

82

215

245

301

188

75

70

93

154

6,385

7,347

4,165

2,436

4,507

5,914

8,708

6,919

1,823

2,407

2,578

3,094

245

282

160

93

166

227

334

266

79

96

103

140

合 計 304 26,358 3,180 3,627 20,684 53,849 2,434 56,283 185

－17－



新 収 蔵 作 品

New Acquisitions

坂 本 繁二郎

SAKAMOTO Hanjiro(1882～1969)

自 像

1923～1930年

油彩 ・画布 52.8×45.2cm

右下 に署名 ・年記:自 像 さかもと 昭和5年

来 歴:坂 本家

展覧会歴:「 坂本繁二郎自選回顧展」東京 ・日本

 橋三越,大 阪 ・高麗橋三越,1950,目 録番号,

 34;「 坂本繁二郎画業50年 展」福岡 ・岩田屋,

 1950,目 録番号24;「 坂本繁二郎回顧展」熊本

 日日新聞社ホール,1950,目 録番号24;「 近代

 の 肖像画」東京 ・国立近代美術館,1954;「 青

 木繁 ・坂本繁二郎作品展」久 留米 ・石 橋 美術

 館,1956,目 録番号18;「 坂本繁二郎展」東京 ・

 日本橋白木屋,大 阪 ・なんば高島屋,1962～63,

 目録番号32;「 朝 日賞受賞記念坂本繁二郎展」

 福岡 ・岩田屋,1963,目 録番号27;「 坂本繁二

 郎追悼展」大阪 ・大丸,東 京 ・日本橋東急,他,

 1970,目 録番号35;「 坂本繁二郎―― その人 と

 作 品」久留米 ・石橋美術館,1971,目 録番号38;

文 献(Bibl.):藤 本韶三 「自像解説」 『美術手

 帖』1954,5月 号,40頁;河 北倫明(他)『 世

 界 名画全集(続7)―― 安井會太郎 ・坂本繁二

 郎』平凡社,1962,図 版14;河 北倫明 『日本近

 代絵画全集(12)―― 坂本繁二郎』講談社,1963,

 図版3;谷 口治雄 『坂本繁二郎の道』求龍堂,

 1968,170頁;坂 本薫 ・河北倫明 ・久我五千男

 (編)『 坂本繁二郎作品全集』朝日新聞社,1970,

 図版44;小 倉 忠夫 『現代日本美術全集(11)――

 坂本繁二郎』集英社,1972,図 版21;河 北倫明

 『日本の名画(33)―― 坂 本繁 二 郎』講談社,

 1974,図 版(扉);岸 田勉 『近代の美術(21)――

 坂本繁二郎』至文堂,1974,図 版(表2);岩 崎

 吉一(他)『 日本の名画(11)―― 坂本繁二郎』中

 央 公論社,1976,図 版20

坂本繁二郎 「自像」

Self-Portrait 

 1923~30 

 Oil on canvas 52.5 x 45.2 cm 

 Signed and dated lower right 

 Prov.: Sakamoto 

Exh: Sakamoto Retrospective, Tokyo and 

   Osaka, 1950, no. 34; Sakamoto, Fukuoka 

   and Kumamoto, 1950, no. 24; Modern Port-

   raiture, National Museum of Modern Art, 

   Tokyo, 1954; Aoki-Sakamoto, Ishibashi Art 

   Gallery, Kurume, 1956, no. 21; Sakamoto, 

   Tokyo and Osaka, 1962~'63, no. 47; Saka-

   moto, Fukuoka, 1963, no. 27; Sakamoto 

Memorial, Osaka and Tokyo, et al., 1970, 

   no. 37; Sakamoto, Ishibashi Museum of Art, 

   Kurume, 1971, no. 38
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エジプ ト EGYPT

聖 猫

第22～25王 朝(紀 元 前950～660年)

ブ ロ ンズ21.5×9.8×48.2cm

来 歴:東 京,三 日月

Cat, sacred to the goddess Bastet 

 XXII—XXV Dynasty  (950~660 B.C. ) 

 Bronze 21.5 x 9.8 x 48.2 cm 

Prov. : Mikazuki, Tokyo

セザ ンヌ,ポ ール  CEZANNE, Paul エジプ ト 「聖猫」 セザ ンヌ 「 水浴図」

休 息 す る水 浴 の 男 た ち

 1875～77年

 白 グ ワ ッシ ュ ・水 彩.イ ン ク,紙

縦 左 辺:12.5cm,縦 右 辺:13.0cm,横:21.5cm

 「裏 面 」 人 物 素 描

Bathers at rest 

 1875~77 

 Gouache, watercolour and ink on paper 

left side : 12.5 cm, right side : 13.0 cm, width : 21.5 cm 

 [Verso] Studies of figures

「裏面」

来 歴(Prov.):Hazard, Orrouy;Bernheim Jeune, Paris;『 白樺 』,東 京;丸 紅 株 式 会 社,東 京

展 覧 会 歴(Exh.):「 白樺 美術 館 第1同 展 」,『 白樺 』,京 橋 星 製 薬 会 社,1971,目 録 番 号5(「 浴 す る男 達 」 の

 題 名 で);「 〈 白樺 〉 と大 正 期 の美 術―― 武 者 小 路 実 篤 氏 コ レ ク シ ョンの 寄 贈 を記 念 し て」,東 京 都 美 術 館,

 1977,図 版 掲 載 。

文 献(Bibl.): L. Venturi, Cezanne, son art-son  oeuvre, Paris, 1936, no. 899; R. Fry, Cezanne—A

Study of his Development, London, 1927, pl. 29; 足立源一郎編 「セザンヌ大画集」,東 京アトリエ社,
1932,図 版 番 号6;「 セ ザ ン ヌ全 集―― 前 期 時 代 篇(1858～1885)」,高 見 沢 木 版社,1937,図 版 番 号32;雑

誌 『白樺,第12巻1号 』,「編 輯 室 に て」,1921;雑 誌 『白樺,第12巻2号 』,図 版 掲 載,1921;島 田 紀 夫 「セ

ザ ンヌ の男 性 水 浴 図 」,『昭 和51年 度 ブ リヂ ス トン美 術 館 館 報(25)』,1977,p.30, n°34a

T.Reff,"Cezanne, The Enigma of the Nude”, Art News, Nov .1959, pp.171～176

 セザ ンヌは1873年 頃から水浴図を描き始め,最 晩年の〈大水浴図〉に到るまで多数の水浴図を制作した。初期

の習作的な作品を別にすれば,男 性水浴図と女性水浴図 とに分類することができる。各々の水浴図は,早 い時期

の比較的人物の少い簡潔な構図を基にして,徐 々に複雑な人物構成へ と進んでゆく。当作品は男性水浴図の基本

的な構図を示す作品のひとつである。ほぼ同じ構図の作品が同時期に,油 彩で3点,リ トグラフで1点,制 作さ

れている。3点 の油彩画の中ではバーンズ財団のもの(Venturi no.276)が 最 も大き く完成度も高い。

 当作品は,1921年(大 正11)に 開催 された 「白樺美術館第1回 展覧会」に出品された3点 のセザンヌ作品のう

ちの1点 である(因 みに,他 の2点 とは 《帽子をかぶった自画像》(ブ リヂストン美術館)と 《風景》(大 原美術

館)と である)。 その時のタイ トルは 《浴する男達》であった。雑誌 『白樺』(大 正10年1月1日 号)の 「編輯室

にて」の記述からすると,こ の作品は大正9年 末には日本に将来されていたらしい。

 この作品の裏面に人物の素描が捕れている。左右2つ のグループ.に人物は分れている。左側 グル ー プ の2人

(ないしは3人)の 人物のポーズは,男 性水浴群像の中に同じポーズをさがすことができる。右側の人物は女性 ら

しい。セザンヌ中期の女性水浴群像[例 えば 《5人 の浴女》(V.382,V.383),《4人 の浴女》(V.384)]の 中
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央 人物 の ポ ー ズ に 似 て い る(但 し手 を延 ば す 向 きは 逆)。

 この素 描 の存 在 はVenturi, Cezanne, son art-son oeuvre,1936に は記 載 され て い な い 。1921年 以 後 は 日本 に あ

り,公 表 され る機 会 は な か った と思 わ れ る。([東 京 都 美 術 館 主 催 「〈 白樺 〉 と大 正 期 の美 術 」 展(1977)の カ タ ロ

グ で も言 及 され て い な い)。A. Chappuis, The Drawings of Cezanne,1973, Greenwichに も記 載 され て

い な い 。 シ ャ ピ ュイ の 死 後,J. Rewald氏 に よ って行 わ れ て い る改 訂 版 に は補 遺 と して収 録 され る はず で あ る。

ク レ ー,パ ウ ル　KLEE, Paul

 ホ フマ ン風 物 語 の 情 景

  1921年

  色 刷 り リ トグ ラ フ,羊 皮 紙,31.6×22.8cm

  画 面 下 に鉛 筆 で署 名 ・年 記 ・作 品番 号:Klee 1923/123

  来 歴:フ ジ テ レビ ・ギ ャラ リー

文 献(Bibl.): J.T. Soby, The Prints of Poul Klee, New

   York, 1945, no. 70; E.W. Kornfeld, Verzeichnis des 

   graphischen Werks von Paul Klee, Bern, 1963, no. 82 
Scene from a Hoffmann-like Tale 

 1921 

 Colour lithograph on vellum 

 Signed, dated and  numbered: Klee 1921/123 

 Prov.: Fuji Television Gallery, Tokyo ク レ- 「ホ フマ ン風 物語の情景」

 1920年11月,ワ イマールのバウハウスから招聘を受けたクレーは翌年1月 ワイマールに移住 した。1925年 にバ

ウハ ウスがデッサウに移転するまでそこで教授を勤めた。その時期に何点かのリトグラフを制作 しバ ウハ ウスか

ら出版 した。当作品もその中の1点 である。黒の試し刷 りと色刷 りの試 し刷 りの他に,色 刷 り110点 が 制 作 さ

れ,《 バウハウス版画叢書》として出版された。その内10点 は 日本紙,残 りの100点 は羊皮紙。限定番号はない。

クレー自身による作品番号(123)と 制作年(1921),署 名がある。

ムア,ヘ ン リーMOORE, Henry(1898～  )

横 た わ る人 体

 1976年

 ブ ロ ンズ 40×80.5×39.5cm

 署 名.鋳 造 番 号:Moore 5/9

 来 歴:東 京,フ ジ カ ワ画 廊

 展 覧 会 歴:「 ヘ ン リー ・ム ア展 」 フ ジ カ ワ画 廊,東 京,1978,

  目録 番 号4

文 献(Bibl.):
“Principales acquisitions des musees en 1978

,”

ムア 「横 たわる人体」

   La Chronique des Arts, supplement a la Gazette des Beaux-

   Arts,  avril 1979, no. 344. 

Reclining Figure: Prop 

 1976 

 Bronze 40 x 80.5 x 39.5 cm 

 Signed and numbered : Moore 5/9 

Prov. : Fujikawa Galleries Inc., Tokyo 

Exh. : Henry Moore, Fujikawa Galleries Inc, Tokyo, 1978, 

    no. 4.
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ザ オ ・ウ ー キ ーZAO WOU-KI(1920～　　   )

 24.2.1970

  1970年

  油 彩 ・画 布 130×162cm

  右 下 に署 名:Zao Wou-Ki

 裏 面 に署 名 ・年 記(題 名):Zao Wou-Ki 24.2.1970

  来 歴:東 京,フ ジテ レ ビギ ャ ラ リー

 展 覧 会 歴:「 ザ オ ・ウー キー 」 フ ジテ レビ ギ ャ ラ リ ー,東 京,

   1977,目 録 番 号1

 文 献(Bibl.):Jean Leymarie, Zao Wou-Ki, Paris,1978,

  no.396

ザ オ ・ウ ー キ ー 「24.2．1970.」

 24.  2. 1970 

 1970 

 Oil on canvas 130 x 162 cm 

 Signed lower right : Zao Wou-Ki 

 Signed and dated (titled) on the reverse: Zao Wou-Ki 
   24. 2. 1970 

Prov. : Fuji Television Gallery, Tokyo 

Exh. : Zao Wou-Ki, Fuji Television Gallery, Tokyo, 1977, 

    no. 1.

ザ オ ・ウ ー キ ー　ZAO WOU-KI(1920～  )

 10.6.75

  1975年

  油 彩 ・画 布 65×81cm

  右 下 に 署 名:Zao Wou-Ki

  裏 面 に 署 名 ・年 記(題 名):Zao Wou-Ki 10.6.75

  来 歴:東 京,フ ジテ レビ ギ ャ ラ リー

  展 覧 会 歴:「 ザ オ ・ウー キ ー 」 フ ジテ レビ ギ ャ ラ リ ー,東 京,

   1977,目 録 番 号2

  文 献(Bibl.):Jean Leymarie, Zao Wou-Ki, Paris,1978,
ザ オ ・ウ ー キ ー 「10.6.75.」

   no. 442 
 10.  6. 75 

 1975 

 Oil on canvas 65 x 81 cm 
 Signed lower right : Zao Wou-Ki 

 Signed and dated (titled) on the reverse: Zao Wou-Ki 

   10. 6. 75 

Exh. : Zao Wou-Ki, Fuji Television Gallery, Tokyo, 1977, 
    no. 2.

豊福知徳 TOYOFUKU, Tomonori(1925～   )

レ リー フ(金)Ⅱ

1967年

ブロンズ 6×59×47.7cm

署名 ・年記 ・鋳造番号:知TOYO 67,1/3

来 歴:豊 福知徳;東 京,東 京画廊

展覧会歴:「 豊福知徳」ナヴィリオ画廊,ミ ラノ,1968;「 豊福

 知徳」北九州市立美術館,1978,目 録番号34. 豊福知徳 「レリー フ(金)Ⅱ 」
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Relief(golden)Ⅱ

1967年

Bronze  6  x  59  x  47.7  cm 

Signed, dated and numbered : TOYO 67, 1/3 

Prov : The Artist ; Tokyo Gallery, Tokyo 

Exh. : Toyofuku, Galleria del Naviglio, Milan, 1968; Tomo-

 nori Toyofuku, Kitakyushu Municipal Museum, 1978, 

  no. 34.

豊 福知徳TOYOFUKU, Tomonori(1925～  )

 半円柱I

  1964年

  ブロンズ 17×39×195cm

  署名 ・年記:知「TOYO　 1964

  来 歴:豊 福知徳;東 京,東 京画廊

  展覧会歴:「 第8回 サンパウロ・ビエンナー レ」1965,日 録番

   号40;「 豊福知徳」アリス ・ポー リ画廊,ロ ーザンヌ,1966;

   「豊福知徳」ナヴィリオ画廊"ミ ラノ,1968;「 豊福知徳」北

   九州 市立美術館,1978,日 録番号24

  文 献(Bibl.):I. Haryu, Toyofuku, Milan,1974,p.42;

   土方定一 「清潔の韻律を歌 う空間彫刻」『芸術新潮』第343号

(1978年7月 号)62～63頁;
"Principales acquisitions des

 musees en 1978," La Chronique des Arts, supplement a

la Gazette des Beaux-Arts, avril 1979, no. 343.

Meta Colonna I 

 1964 

 Bronze 17 X 39 X 195 cm 

 Signed and dated : TOYO 1964 

Prov. : The Artist ; Tokyo Gallery, Tokyo 

Exh. : The 8th Biennial, Sao Paulo, 1965, no. 40; Toyofuku, 

   Galerie Alice Pauli, Lausanne, 1966; Toyofuku, Galleria 

   del Naviglio, Milan, 1965 ; Tomonori Toyofuku, Kitakyushu 

   Municipal Museum, 1978, no. 24.

豊福知徳 「半円柱I」

岡鹿之助 OKA, Shikanosuke(1898～1978)

〈望楼〉のタピス トリー

 1978年 (株)川 島織物製作

 166×197cm

 裏面 に署名 ・年記 ・番号

 来 歴:吹 田貿易(株)

Tapestry after Watchtower 

 1978 Manufactured by Kawashima Textile Co., Ltd. 

 166  x  197  cm 

 Signed, dated and numbered on the reverse 

Prov. : Suita Trading Co., Ltd.
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浜 口 陽 三　HAMAGUCHI,Yozo(1909～)

6枚 の カ ラ ー ・メ ゾ チ ン ト

〈毛 糸〉 〈さ く らん ぼ う〉<ア ス パ ラガ ス〉

〈て ん と う虫〉 〈ぶ ど う〉 〈ざ くろ〉

1978年

メ ゾ チ ン ト11.5×11.5cm

鉛 筆 で署 名 ・番 号:Hamaguchi68/75

来 歴:東 京,南 天 子 画 廊

Six Original Color Mezzotints 

Ball of Yarn, Cherries, Asparagus, Ladybirds Grapes, 

Pomegranate 

 1978 

 Mezzotints  11.5  x  11.5  cm 

 Signed and numbered in pencil : Hamaguchi 68/75 

Prov. : Nantenshi Gallery, Tokyo

浜 口陽三 「毛糸」「さ くらんぼう」

浜口陽三 「アスパ ラ」「てん とう虫」

東谷武美　AZUMAYA,Takemi(1948～)

NZ-No.3

1978年

リトグラフ57×75cm

展覧会歴:「 第12回 日本国際美術展」 東京都美術館他,1978

(ブ リヂストン美術館賞受賞)

(作者 より寄贈)

浜 口陽三 「ぶ どう」「ざ くろ」

NZ-No. 3 

 1978 

 Lithograph 57 X  75  cm 

 Exh.: The 12th International Art Exhibition, Japan, Tokyo 

   Metropolitan Art Museum, et al., 1978 (awarded the Brid-

   gestone Museum of Art Prize).. 

 (Presented by the Artist)

東谷武 美　AZUMAYA,Takemi(1948～)

NZ-No.4

1978年

リトグラフ57×75cm

展覧会歴:「 第12回 日本国際美術展」 東京都美術館他,1978

(ブ リヂストン美術館賞受賞)

(作者 より寄贈)

NZ-No. 4 

 1978 

 Lithograph 57  x  75  cm 

Exh. : The 12th International Art Exhibition, Japan, 

   Tokyo Metropolitan Art Museum, et al., 1978 (awarded 

   the Bridgestone Museum of Art Prize) . 

 (Presented by the Artist)

東谷武美 「NZ-No.3」

東谷武美 「NZ-No.4」
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研 究 報 告

評 伝 の た め の研 究 ノ ー トI

浅井忠の性格についての一考察

阿 部 信 雄

(ブリヂス トン美術館学芸員)



〈評伝のための研究 ノー トI>

浅 井忠 の性 格 につ い ての一 考察

阿 部 信 雄

序

この小論は,表 題の示す通 り,浅 井忠の性格につい

て考察を加えようとするものであるが,い わゆる診断

を下すことをその目的としていない。仮に,浅 井の性

格に多少とも常識からの逸脱が認められるとしても,

精神医学者でも臨床心理学者でもない私には,そ れに

一つの,あ るいは複数の病名を与える資格もないし,

またその任にもない。ただ,現 在までは年代記 として

のみ編まれて来た浅井に関する資料を,性 格特徴を基

軸として整理し直そ うという試みである。浅井忠の病

跡学的研究に対 して,何 らかの示唆を与え得れば幸い

と思 う次第である。

なお,基 本的伝記に関しては隅元謙次郎 『浅井忠』1)

を参 照されたい。

1

浅井忠は,1856年(安 政3年),佐 倉藩士浅井伊織

常明の長男として江戸木挽町の佐倉藩邸に生まれてい

る。男ばか りの同胞3人 中の長男であった。5歳 の時

に次第の豊次郎を亡 くしている。1863年(文 久3年),

父 と祖父がともに死亡 し,満7歳 で家督を相続 した。

浅井氏は,代 々200石 取 りで公用人役,番 頭役 あ る

いは年寄役を勤める家柄であった。同年,浅 井家は佐

倉へ移住する。明治維新を5年 後に控え,時 勢がいよ

いよ切迫 し,藩 士の江戸引き揚げが行なわれたのであ

る。一家は,暫 時叔父の都鳥助八のもとに寄 寓 した

後,郊 外の将門山に土地を賜わ り,新 築費用も給せ ら

れて,そ ちらへ定住した。この将門の屋敷であるが,

やは りこの時,佐 治三左衛門なる江戸詰の藩士が,飯

野山とい う所に,浅 井忠之丞(忠 の当時の名乗 り)と

同じ8反 歩の土地を賜わって建てた家屋の見取 り図が

『佐倉市史』2)に 載せ られてお り,そ れから推測する

と,浅 井家 もかな り大 きなものであったと思われる。

このように,幼 い頃から一家の主として過重な責任を

負わされて成長 したことと,現 代的表現 を使えば母子

家庭に育 ったことは,浅 井の性格の形成に拭い難い影

響を残 したに違いない。

事実,彼 は少年期より通常の子供 とは異なる,一 種

老成した態度を示 したことが伝えられている。友人で

あった田中暢は次のように回想している。

そ の 才 気 は 発 動 して 外 に 溢 れ ず,寧 ろ 内 には 充 満 せ

し方 な り,君 は 余 りに 雑 談 は 嗜 まざ れ ど も,去 りと て

無 口の 方 に て は あ らず,総 て 円満 主 義 な りき,勿 論 大

身 の 家 に 生 れ,加 う るに 厳 正 な る伯 父等 の 教 養 を 受 け

られ し故 に,い よい よ,其 人 格 は 養 成せ られ た り しが

如 し,父 君 の 特 長 と して は惣 て の 事 に 規 律 を 守 りし様

に 記 臆 せ り3)。

また,従 兄弟の窪田洋平 もやはり次のように記 して

いる。

維 新 の 際,尚 武 の 余 弊 士 気 殺 伐 に して,群 童 党 を結

び 日 々争 闘 を事 と した れ ど も,彼 は 曾 て人 と 争い た る

事 な し,平 和 は 彼 の天 性 な り し4)。

ここに見られるのは,あ まり子供 らしくない,窪 田

の表現を借 りれば 「唯温良なる秀才貴公子」5)と して

の少年像である。10歳 前後の少年であっても,「 大身

の家」の家長ともなれば,封 建社会の厳 しい規範の下

では群童に交わって遊ぶこともままならなかったに違

いない。そして,そ のような消極性は,生 涯にわたっ

て彼の基本的態度 となった。乾由明氏は,中 沢岩太6)

の言葉を引いて次のように記している。

後 年,中 沢 岩 太 は,浅 井 が利 欲 に い さ さ か も執 着 す

る こ とが な く,「 そ の 挙動 は ま った く 昔 日の 武 士 に こ

とな る」 と こ ろ の な い 「武 士 的 画 家」 で あ った と述 べ

てい る7)。

しか し,彼 の消極的態度の因って来たる所の性格に

関しては,封 建制の桎梏よりも,未 亡人となった母親

との関係がむしろ大きな作用を及ぼした と考 え られ

る。

改めて繰 り返すまでもないが,フ ロイ ト(Sigmund
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Freud,1856～1939)に よれ ば,子 供 は,同 性 の親 と

の同 一 視 に よ っ,て性 役 割,善 悪 の基 準,良 心 な ど を学

び,自 らの 中 に内 在 化 し て行 くと され る。 こ の フ ロイ

トの 同 一 視 説 に 基 づ き,柏 木 恵 子 氏 は,一 連 の 「Doll

Play法 」 を用 い た研 究 の成 果 を 引 い て,以 下 の よ う

に述 べ てい る。

浅井が最初の妻を離縁した理由は 「不可解」であっ

て,明 らかではないが,二 度 目の妻で,生 涯連れ添 っ

た安子 との間にも子供がなかったことと考え合わせれ

ば,彼 が性的な適応に失敗 していた可能性 もある。ス

ーラ ・ウルフ(Sula　 Wolff） は,父 親不在の家庭に育

った男性に関 して次のように述べている。

 … … 男 児の 攻 撃 性 は,父 親 の有 無 や 父 親 とそ の 子 ど

も と の関 係 に関 連 してい る とい う報 告 が な さ れ て い

る。(中 略)父 と の 同 一視 が強 く,か つ 父 か ら罰 が 与 え

られ て い る 男 児は,父 と の 同 一視 が 弱 く母 か ら罰 を う

け て い る 男 児 に比 べ て,攻 撃 性 の 頻 度 が 高 い(LeVin

&Sears 一九 五 六)。 これ らの デ ー タは,男 児 に 特 徴

的 な攻 撃 性 は,子 ど もが 父親 と の 同 一視 に よ り,父 親

の 攻 撃 的 特 徴 を取 得 して ゆ くこ と を示 す もの と考 え ら

れ て い る。

 この こ とは,父 親 不 在 の 家庭 の 男 児が,父 親 の い る

家 庭 の 男 児 に比 べ て,攻 撃 性 が 低 い と い う知 見 か ら も

支 持 され る。Searsほ か(一 九 四 六)は,就 学 前幼 児

に つ い て,ま たBack(一 九 四六)は 四歳 か ら 十 歳 の

児童 期 にわ た る広 範 囲 に つ い て,こ の 父 親不 在 の 男 児

の 攻 撃 性 が 低 い こ と を確 め て い る8)。

 ただ し,同 一視の時代は子供の発達に 於 る性器 期

(2～6歳)に 当るとされてお り,忠(当 時は忠之丞)

が父親を失なっ、たのは満7歳 の時であるから,同 一視

不全の臨界期(2～4歳)は はるかに超えていたことに

なる。しかし,「群童」と交わらず 「平和」を 「天性」

とする少年＝忠之丞の心裡に,一 種の男性的性格の欠

除を見ることは,あ ながち不当とは言え ない で あろ

う。

 さらに,浅 井忠の生活史に於て最 も注 目すべき事柄

の一つはその結婚である。石井柏亭は,浅 井の結婚に

関して次のように述べている。

 二 十六 年(1893年)十 月 浅 井 は 同 藩 立 見直 の 妹 安 子

を 娶 った 。 年 は 浅井 が 三 十 八 で 安 子 は 二 十 五,晩 婚 の

方 で あ る。 弟 達 三 は既 に 数 年 前 に 結 婚 して其 頃 は 高 崎

に 居 た。 浅 井 に は 本 多 錦 吉 郎 の 媒 介 で 前に 一度 縁 談 が

あ った に は あ った。 そ れ は 静 岡 の 人 で 金 井 清 子 と云 っ

た。 けれ ど も浅井 は ひ ど く其 新 婦 を 嫌 って 婚 礼 の 夜 既

に 家 を 脱 け 出 した り した位 で,ぢ きに 不 縁 に な った 。

母 親 との 間 柄 もよ くは な か った。 友 人 本 多 の 介 に して

此 事 あ った の は 寧 ろ 不 可 解 で あ る9)。

一 方 患 者 群 の ほ うは 未 亡 人 とな った 母 親 に 独 立 して

い く力 の な い場 合 が 多 い。 彼 女 らは 子 供,特 に 息 子 に

す が る。 息 子 を 父 の座 に す わ らせ た が るの だ が,こ れ

は 子 供 に と って迷 惑至 極 で あ る。 未亡 人 の 息 子 は 青 年

期 に他 と の 独 立的 な 関係 を作 る こ とが む ず か し く な

る。 勤 労者 と して の生 活 は成 功 して い て も性 的 適 応 に

失 敗 して一 人者 で い る こ とが 多 い。 母 親 の 家 に ず っ と

しば られ てい るが,も し くは 結 婚 して も 未亡 人 の 母 と

妻 の 間 にあ っ て 多 くの 問 題 をお こす こ と に な る10)。

浅井忠自身が,上 のようなケースに当たると断定す

ることは出来ないが,渡 仏帰国後,京 都に開いた聖護

院美術研究所(1903年 〈明治36年 〉 開設)以 来の愛弟

子の一人黒田重太郎11)も次のように回想 してお り,晩

年に至るまで浅井の生活の公私にわたって母親が主導

した様子が窺われる。

書 生 へ の 思 い や りが あ っ て,女 弟 子 なん か 芝居 に よ

く御 母 堂 の お 伴 を さ して も ら っ てい た。 書 生 をか わい

が るの は 御 母 堂 ゆ ず りで あ った12)。

以上,浅 井忠の生活史の極 く一端に触れつつ,「 武

士的」 と評 される外貌の裏に男性的ならざる性格が形

成 されていたことを推察したが,次 に,浅 井忠の性格

特徴をその体格から考察 して見たい。言 うまで もな

く,そ の典拠はクレッチマー(Ernst　 Kretschmer,

1888～1964)に よる 『体格 と性格』13)の類 型である。

2

浅井の体格に関 しては,石 井柏亭が 『浅井忠』の中

で次のように特筆 している。

浅井 は 日本 人 と して は 背 丈 高 く足 も長 い 方 で あ った

か ら,外 国 人 の 中へ 出 して も決 して 恥 しい 風 采 で は な

か った。 在 留 の 邦 人 達 は,よ く 日本 人 も浅 井 君 位 の 体

格 が あれ ば 立 派 だ と云 った こ とで あ る14)。

また,肖 像 写 真(pl.1,2)や 集 合 写 真(pl.3,中
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央左向き,帽 子に羽織袴)か ら判断 しても,彼 が衆に

秀れて長身であり,が っしりとした闘士型(筋 骨型)

で あったことが分る。クレッチマーの類型によれば,

このような闘士型の体格はてんかん質(粘 着気質)と

高い相関関係があるとされる。付け加えるまでもない

ことであるが,て んかん質 とは,実 際のてんかんの発

作を起こす人の性格 という意味ではない15)。それは,

一定の性格特徴によって分類 された気質の一類型であ

る。そして,そ の性格特徴 とは,お よそ以下のような

ものである。

 粘 着 気 質 とい うの は 文 字 通 り,ね ば っ こい 性 格 で あ

る。 ひ とつ の こ とに 執 着 して変 化 した り動 揺 した りす

る こ とが 少 な く,几 帳 面 で秩 序 を好 む 。 も の の 考 え

方,理 解 の 仕 方 が お そ く思 考 や 説 明が こ まか くて,ま

わ りく どい 。 融 通 が きか ず,繊 細 さ に も欠 け るが,約

束 や 規 則 は 正直 に 守 り,他 人 に対 す る態 度 は き わめ て

丁 寧 で あ る。 この よ うに 粘 着 気 質 は 一 般 に鈍 重 な気 質

で あ るが,と きに 爆 発 的 に怒 って 自 分 の 正 当性 をか た

くな に 主 張 す る こ とが あ る16)。

1

3

2

 つ ま り上記の特徴から,「 きわめて保 守的,道 徳

的」17)な人物が連想される訳であるが,浅 井が当時の

画家の中でも保守的であったことは,以 下のエピソー

ドからも明らかである。それは,黒 田清輝の帰国前に

行なわれた有名な裸体画論争であり,石 井の前掲書か

ら,浅 井の述べた意見 も含めて引用する。

 明 治24年(1891年)1月 の 或 夜 明 治 美 術 会 の 月次 会

で 「裸 体,絵 画 彫 刻 ハ 本 邦 ノ風 俗 ニ審 ア リヤ否 ャ」 と

云 ふ 題 が 本 多 錦 吉 郎 か ら提 出 され,其 討 論 会 が 行 な わ

れ た 。 当 時 絵 草 紙 屋 杯 の 店 頭 に出 て居 た 低 級 な石 版 の

裸 体 画 が 禁 止 され た り した こ と な どが 或 き っか け と な

って 斯 う云 う題 が 出 され た もの と思 うが,当 時 明治 美

術 会 の 会 員 で 裸 体 画 を描 くもの も な けれ ば,又 生 きた

モデ ルに よ っ て裸 体 を研 究 す る こ と も まだ 始 め られ て

は い な か った 。

 討 論 会 に は 本 多 を始 め と して揚 忠 三郎,生 出大 癖,

杉 山 某(秀 吉 か)飯 田 雄 太郎,宮 永剛 太郎(東 山)浅

井 忠,大 森 惟 中,外 山正 一 等 が 意 見 を 述べ た が,賛 否

相 半 し,中 には 脱 線 す る も の も あ った。 柳,本 多等 の

賛 成 説 に 対 して浅 井 は 尚 早 の故 を以 て 反対 意 見 を 述べ

た 。 今 そ れ を報 告 書 か ら抽 い て 見 る。

 「評 議 員(浅 井 君)日 ク私 ハ大 反 対 デ ス(謹 聴)成

程 裸 体 美 術 上　価 クハ学 問 上 カ ラ論 ズ レバ 素 ヨ リ諸君 ノ

御 説 ノ通 リ害 ノ無 イ コ トハ私 モ万 々 承知 シ テ 居 リ マ

ス。 実 ニ純 美 ナ結 構 ナ モ ノデ ハ ア ル ガ,扨 其結 構 ナ 物

ヲ用 ユ ル ニ ハ結 構 ナ腕 ヲ以 テ画 カナ ケ ル バ ナ ラ ヌ ノハ

自然 ノ定 則 ダ ラウ ト思 ヒマ ス。 処 ガ其 結 構 ナ物 ヲ結 構

デ ナ イ腕 ヲ以 テ スル カ ラ動 モ ス レバ 猥 褻 ニ流 レ易 イ。

其 所 ラハ 当業 者 ノ最 モ 注 意 ヲセ ネバ ナ ラ ヌ所 ダ ラ ウ ト

思 フ。 日本 ニ ハ 明 治 美 術 会 ノ会 員 丈 デ モ余 程 先 生 方 ガ

居 リマ ス ケ レ ドモ 裸 体 画 ト云 フモ ノハ 未 ダ會 テ本 締 ニ

腕 ヲ現 ハ シ テ画 イ タ人 ハ ー 人 モ 無 イデ ス。 ソー ス ル ト

明 治美 術 会 ノ方 々ハ 未 ダ ソ レ丈 ノ 力 ヲ持 ッテ居 ナ イ ダ

ラ ウ ト思 フ。 ソ レ程 善 イ モ ノ ナ レバ 皆 率 先 シ テ画 カ ルレ

べ キ ノニ 却 テ譲 ッテ画 カ ヌ ノハ 自 ラ ソ レ丈 ノ腕 ガ無 イ

ト思 ッ テ画 カ ナ イ ノデ セ ウ。 併 シ私 ハ ソ レハ誠 ニ結 構

ナ 御 考 ヘ デ アル ト竊 カ ニ賞 賛 シ テ居 リマ ス。 裸 体 画 ハ

決 シテ イ ツ イ ツ迄 モ 日本 ニ ハ許 サ ヌ ト云 フ訳 デ ハ ア リ

マセ ン ケ レ ドモ,今 現 ニ之 ヲ許 ス ルハ少 々 早 ィ カ ト思

ヒ マ ス。 諸 君 ハ尚 ホ暫 時 ノ間 御 控 ヘ下 ダ ス ッ タ ラ宜 シ

カ ラ ウ。 明 治 美 術 会 ノ御 方 々 ハ ソ レ丈 ノ腕 ハ 未 ダ持 ッ

テ居 ラ ナ イ ノ デ ス(ノ ウ ノウ)イ ヤ 実際 持 ッテ 居 ラナ

イ ノデ ス。 如 何 トナ レバ 出 来 ナ イ カ ラ画 カナ イ ノデ セ

ウ。 デ ス カ ラ其 腕 ノ出来 ル マ デ 少 クモ 三 十年 間 斗 リ辛

抱 シ テ,マ ダ マ ダ裸 体 画 ヲ画 カナ イデ モ 画 クモ ハ 幾

ラ モ ァ ル。 現 ニ會 テ 外 山博 士 ノ御 演 説 ニ ナ ッ タ丈 ケ ノ

画 題 ヲ御 画 キ ナ サ ル コ トモ 出 来 ナ イ ノニ裸 体 画 杯 ハ 少

シ早 カ ラ ウ ト思 ヒ マ ス。」18)
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 以上の浅井の論議は,な かなか卓見であ り傾聴に値

するものであるし,「 賛否相半し」 たのであるから,

彼一人が特に保守的であった訳ではないが,そ の後間

もな く帰国した黒田は勿論のこと,明 治美術会の同僚

中の主要人物,柳 源吉や本多に比べても,慎 重であっ

たことは事実であろ う。

 また,浅 井が激しい怒 りを示すことも少な くなかっ,

た らしく,黒 田重太郎の回想にも,以 下のごとくしば

しば憤激した様子が伝えられている。

 … … 浅 井 が 如 何 に 田 村 を 敬 重 して い た か,そ れ は 浅

井 に 接 触 して い た 者 の よ く知 る所 で あ る。 明 治 三 十 九

年 の 春 だ ったか と思 う。 田村 の 母 堂 が 長 逝 され た 時,

唯 だ 勉 強 の時 間 が惜 しい 一 心 か ら,そ の 葬 儀 の 参 列 に

は 総 代 を 出 して 済 ませ て 置 こ う と云 う協 議 が,関 西 美

術 院 の 研究 生 の 間 で行 われ た と 聞 く と,浅 井 は 大 変 怒

って,君 等 は 田村 先 生 を何 と 心 得 る と云 って,常 の 温

顔 と は打 って変 った 見幕 で あ った。 これ は 筆 者 自身 が

見 た こと で あ るか ら,決 して 間 違 い は な い19)。

 これ は 怒 られ た 当人 の 直 話 だ か ら,間 違 い は な い と

思 うの であ るが,西 陣 の あ る織 屋 の お や じで,仕 事 も

仕 事 であ るが 高慢 なの で聞 えた 男が,あ る時 帯 地 か何

か の 図 案 を依 頼 した 。 工 芸 方 面 に も考 えの あ った 浅井

は,快 くそ れ を 引 き受 け た が,さ て 出 来 て 見 る と,そ
                

の 男の 癖 で,何 の か の とけ ち をつ け る。 そ の つ け 方

が,聊 か 埓 を 外 れ て い た の で あ ろ う,そ れ ま で笑 って

応 対 して い た の が,急 に 調 子 を 変 え,君 に は まだ こん

な の は 早 過 ぎ る,横 浜 あ た りの 商 館 で,壁 紙 で もあ さ

った が 近 道 だ ろ う,と 追 っ返 した 。 多 分 追 っ返 した あ

とで,あ は は と笑 った に 違 い な い 。 研 究 所 で も た ま

に,雷 を 落 す こ とは あ った が,夕 立 一過,あ とは この
         

あ は は で,も の が 残 らな か った か ら,怒 られ て 恐 れ 入

りな が ら も,何 だ か せ い せ い す るの で あ った20)。

 浅井 の 指 導 は 懇切 で,平 易 な 言 葉 で 各 々 の 作 品 の 急

所 を 衝 くの で,そ れ を 聞 く もの もよ く呑 み 込 め た ば か

りで な く,い け な い所 は 自 身 で手 を下 して,ど ん どん

直 して や った。 指 導 ばか りで は な か った,時 に は 研 究

生 の 身 上 に も 立入 って面 倒 を 見 てや った。 併 し決 して

甘 やか せ るば か りでは なか った。 若 し も研究 生 の 中 で

を越 え た言 動 が あ った場 合 は,一 嘱 して皆 を縮 み 上 ら

せ た こ と もあ るが,台 風 一過 の後 はす ぐ 晴 天 と な っ

て,あ と に何 も残 ら ない の で,却 ってそ れ が 皆 に慕 わ

れ る原 因 と もな っ、て い た21)。

 以上 の中で,最 初の註19を 付 した引用は,京 都洋画

の先駆者田村宗立22)の母親の葬儀に際してのエピソー

ドであ り,浅 井のいささか過剰なまでの義理堅さ＝丁

寧さも示すものである。そ して彼は時折 り,二 番目の

引用(註20を 付す)が 伝えるような突然の怒 りを発し

たらしく,最 後の引用(註21を 付す)に もそのことが

触れ られている。ただし,こ のような突然の憤 りは,

躁病においてもしばしば示されるとい う。しかも,こ

の三番目の引用に述べられたように,浅 井の指 導 法

は,ま っ,たく 「まわ りくどく」ない簡潔にして明解な

ものであっ,た。また,そ の直後にも礼儀の尊重とは異

なる,浅 井の自然な温情について言及されている。こ

れ らの性格の特徴,精 神的テンポの速 さや親切 さは,

てんかん質ではなく,む しろ躁鬱質(循 環気質)を 思

わせるものである。実際,彼 には,他 にも躁鬱質を連

想 させる言動があっ,たようであり,そ れについては節

を改めて述べることにする。

 ここでは,非 常に興味深 く重要な出来事に関して考

察 しなければならない。以下は.『愚劣 日記』23)の和 田

英作24)と浅井自身による記事,そ して 『方寸－故浅井

忠氏追悼号』誌上の和田の回想談か らの引用である。

 十 一 月二 十 八 日 曇 木 曜 日

 今 朝は 二 人 共手 紙 を書 い た。 午 後 風 呂 に 久 し振 りに

這 入 りた い とい うの で,ポ ー ル と三 人 して 自転 車 で ヌ

ムー ルへ 出 懸 け た の は,午 後 三 時 半 で あ った,フ ォ ン

テ ヌ ブ ロか らの 街 道 を一 直 線 に南 進 した,途 中 杢 助

(浅 井 の こ と)が ヘ コタ レた の で,休 憩 して ヌム ー ル の

町 に 入 った の は 五 時 二 十 分 前 で あ った,古 い 城 を 見物

し,カ フ ェ ド,コ ム メ ル スに 休 憩 し,バ ア ン,ド ヌム

ー ル とい う湯 屋 に 至 り,入 浴 し,サ ン,ピ エー ル停 車

場 前 の カ フエ ル に 又 憩 い,六 時 二 十 一 分 発 の 汽 車 に

て,同 停 車場 発 プ ー ロ ン停 車 場 に 来 り,そ れ よ り三 人

又 自転 車 に て帰 路 に 就 き しが,途 中 杢 助 眩 暈 の 事 あ り

て転 覆,少 々かす り傷 さへ 負 い た れ ば,三 人 徒 歩 し

て,七 時 十 五 分帰 宿 せ り,晩 食 を終 へ 両 人 喫 煙 せ る

頃,杢 助 に 色 々問 い 試む る に,同 人 一 向 転 覆 前 後 の 事

を記 臆 せ ず,併 も晩 餐 に際 し,す す りた る ソ ップ も食

いた る オ ム レ ッ トも,食 ら い しや ら,食 わ ざ り しや ら

更に 記 臆 せ ざ り しな どは 誠 に 笑止 と も気 の 毒 と もい う

可 き程 であ った,其 癖 食 事 中い つ も可愛 が って 居 る,

ミネ ッ トとい う猫 を今 夜 ば か りは膝 に の せ 様 と も せ

ず,食 残 しを遺 ら う と もせ ず,只 食事 中 に も左 の 肩 を

打 った の に,右 の 上 唇 を傷 け る は 実 に不 思 議 だ と,二
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十 遍 ほ ど 同 じ事 を繰 返 へ して 居 た,ド ウモ 落 車 して 頭

を打 った 様 子 も無 いが,同 人今 夜 の 有 様 は,何 ンだ か

僕 を して キ ビを 悪 る が らせ た,二 人 共 今 夜 ば か りは 早

く寝 よ うぢ ゃ無 い か と 勧 め て 二 階 に 上 った25）。

 十 一 月 二十 九 日 曇 金 曜 日

 夕 べ 自転 車 に転 覆 した の は,湯 に 入 って の ぼ せ た 事

と見 え,前 後 の様 子 を知 らぬ の は,実 に 変 だ,今 朝 起

き て見 た ら,左 の肩 先 きが 少 し痛 む,眼 の 上は 紫 色 に

な って 少 しはれ て 居 る,然 し夕 べ は 湯 に は い っ た の

と,運 動 を した の で,実 に よ く寝 て し ま っ た,外 面

(和 田 の こ と)に 其時 の 様 子 を 聞 て 見 る と,よ っぽ ど

変 で あ った よ うだ,こ ん な 事 は 僕 は 始 め て で あ る(以

下 略)26)。

 「我 々(和 田,浅 井)と 宿 の 主 人 と三 人 並 ん で 自転

車 を曳 きづ って 歩 い た の で す 。 も う少 し前 か ら と思 っ

て 居 る 中 に,浅 井 君 は は や 走 出 して 斜 面 を下 って 行 っ

て行 った が,や が て ガ ター リとい う 音が 闇 の 中 で聞 え

た の で す 。 浅 井 君 浅 井 君 と呼 ん だ が 返 事 が ない 。 我 々

は 驚 い て 駆 け て 行 った 。 街 道 の 左 右 は 並木 で,並 木 の

外 の 草 原 に は 人 の 踏 み つ けた 細 路 が 屈 っ て 居 る。 見れ

ば 浅 井 君 の 自転 車 は 街 道 に倒 れ て居 るが,浅 井 君 の 身

体 は 並 木 の 外 の 草 原 に投 げ 出 され て 居 ま した。 浅 井 君

と呼 ば れ て 漸 く正 気 附 い て先 生 は起 き上 った。 ど う し

た か と聞 く と仏 蘭 西 語 で 『な ん で も な い』 と答 え て,

そ れ か ら皆 自転 車 を曳 きづ っ て宿 に帰 りま した。 其 途

々 も仏 蘭 西語 で 宿 の 主 人 と話 し,ノ ンとか ウ イと か 日

って 居 た けれ ど,一 口 も 日本語 を 話 さず,私 に は 返事

も し ない の で変 な感 じが した の です 。

 帰 っ て 見 る と 浅井 君 の 左 りの 眼 の 上が 腫 れ て い るの

で す 。 浅 井 君 は 何 も 曰 わず に飯 を 済 ま し,や が て 烟 草

を呑 ん で い る時,漸 く 日本 語 で 『君 自 転 車 は ど う した

ろ う』 と 尋 ね る か ら,私 は 『自転 車 は 持 って 来 た ぢ ゃ

ない か 』 と 曰 っ た。 浅井 君 は 自 転 車 か ら落 ち て 家 へ 帰

る迄 夢 心 地 で あ った の で す。 そ して 左 りの 眼 の 上 を 摩

っ て こ こが 痛 い と 曰い,又 右 の 肩 を撫 で て こ こが 痛 い

と 曰い,『 ど う も君 変 だ ね え 左 りの 眼 の 上 を 打 って 右

の 肩 を打 つ と云 うの は』 と曰 って,浅 井 君 は 『ど う も

君 変 だ ね え … …』 と同 じ こ とを 何 遍 も繰 り返 す 。 其 時

の 浅井 君 の 様 子 は 余 程 変 で した よ。 今 度 の 病 中 な ど も

そ う云 う風 で,話 の 受 け 答 え の 変 な こ とが あ った そ う

で す が …… 。」27)

以上の記録から推察すると,浅 井はこの時てんかん

の発作を起 こしたのではなかろ うか。おそらく 「湯に

入ってのぼせた」のではないであろう。彼自身も,「前

後の様子を知らぬのは,実 に変だ」と言ってお り,知

覚を失な っていたことが分る。また,和 田に対してフ

ランス語で応対するなど,ひ どい錯覚も示 している。

しか し,最 初にも述べたように,私 は診断を下すべき

任にはないので,疑 いを呈するだけに止めたい。

3

 前節 に見たように,浅 井忠は,些 かはてんかん質の

性格特徴を示 したとも考えられる。ただし,典 型的な

闘士型の体格 と,て んかんの発作の疑いにもかかわら

ず,て んかん質的な特徴は,彼 の性格に関しては副次

的なものであっ,たと思われる。むしろ浅井は,既 に述

べたように,躁 鬱質＝循環気質の性格特徴をより強く

示 しているようである。次に,ク レッチマーの言う躁

鬱病質の特徴を掲げ,そ れに基づき考察を進めたい。

 1)社 交 的,善 良,親 切,温 厚

 2)明 朗,ユ ー モ アが あ る,活 発,激 しや す い

 3)寡 黙,平 静,陰 うつ,気 が 弱 い

(上 の1,2,3は そ れ ぞ れ 次 の よ うな 性 格 特 徴 に 対

応 して い る。)

 第 一の 群 に ま とめ られ た特 徴 は 循 環 気 質 の 基 本特 徴

とい うべ き もの で,環 境 と共 鳴 し合い,そ れ に溶 け 込

む 傾 向 か ら発 して い る。(略)

 第 二 の 群 は 躁 的 な傾 向 の あ る陽 気 な 循環 病 質 者 の性

格 であ り,第 三 の は抑 うつ的 な 循環 病 質 者 の 特 徴 で あ

る28)。

 以上が躁鬱病質(循 環病質)の 気分 と感情の基本的

な特徴であるが,次 に引 くのは,躁 鬱質＝循環気質の

普通人(正 常者)の 性格類型である。

1)多 弁で 陽 気 な 人

 彼 らの 地 声 は 大 き く,い つ で も陽 気 な どん ち やん 騒

ぎの先 頭 に 立 って い て,に ぎや か な 冗 談 を とば した り

して い る。 しか つ め ら しい 考 え ご とや,苦 労 の 多 い 仕

事 は 好 ま ず,楽 しく遊 ん だ り飲 ん だ りす る ほ う を 好

み,物 事の 表 面 を 調 子 よ く泳 ぎ まわ る。 目だ つ こ とが

好 きで,愛 嬌 が よ く,気 持 ちが よ く,親 切 だ が,時 々

は 無 思 慮 で 無 神 経 な言 動,素 朴 な エ ゴイ ズ ムが み られ

る。

2) 静 か な 諧 謔 家

 彼 らは い つ も じっ と 観察 してい る だ け で あ ま り自 分
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か らは 話 しを しない 。 そ れ でい て,時 々要 点 を つ い た

皮 肉 を い う。 しか し生 まれ つ きの 話 し上 手 で 話 題 は 広

く,社 交 の 場 や 仕 事の と きに は 活 気 づ き興 奮 す る こ と

さえ あ る。 彼 等 は 現 世 に 満 足 して お り,他 人 や 子 ど も

た ち に は 暖 い 好 意 を も って い る。 友 だ ち と しては 誠 実

で あ り,他 人 と上 手 に 付 き合 う術 を 心 得 え て い るが,

非 情 な もの や 教 条 的,狂 信 的 な もの に は 好 意 を もた な

い 。

3)無 囗で 情 趣 豊 か な 人

 この傾 向 の 人 は 数 と して は 少 な い 。 抑 制 され た 鈍 重

と もい え る優 し さを もち,人 が よ く,少 しば か りむ っ

つ り と して い る。 情 が 深 く,情 に もろ くす ぐに 涙 を こ

ぼ す。 そ の行 動 は 慎 重 で,決 断 す る こ とは 好 まな い 。

どん な 小 さ な 職 務 に つ い て も誠 実 で 過 度 に まで 良 心 的

で あ る29)。

 浅井が,上 に見たような躁鬱質の特徴である,陽 気

さと社交性を備えていたことは,多 くの人が回想や評

伝に伝えている。以下に,黒 田重太郎と隅元謙次郎の

記述から,そ の一部を引用する。

 応 揚 で,人 を容 れ る に 吝か で なか っ た 証拠 に は,生

来酒 を嗜 まか った に も拘 らず,酒 席 で酔 客 を 対手 に し

て,共 に笑 い 興 じなが ら,少 しも努 め てす る 風 が な か

っ た30)。

す れ ば よ か った と曰 って や ろ う と思 って そ れ な りに な

って 居 ま した。 これ が 絶 筆 か ら二 枚 目だ そ うです 。」32)

 「半 七 八 半杢 助 の 三 狂 人 巴 里の 都 に流 寓 して け り。

半 七 は 写 真 屋 を 業 と して ロハ 写 しの 客 多 し,杢 助 は看

板 か きに して も らわ れ も の 多 し。 八 半 は パ ンや きた ら

ん と して 果 さず 。 終 に 石 版 屋 の 職 人 に 住 み 込 み て 月謝

を 払 う身 分 と なれ り。 か く して 三 人 居 食 す る 事茲 に一

年 有 余 糧 尽 き計 極 ま りて 籠 城 覚 束 な か らん とす る に際

し半 七 故 郷 よ り召 出 され て ウ イ ンの板 行 屋 に 住 み 込 む

べ き仰 を 受 け た り。 又八 半 も首 尾 よ く卒 業 して 近 き 内

に ボ ロ着 て 故 郷 に 帰 る身 とは な れ り。 只 燐 む 可 きは 杢

助 な り。 罪 障 未 だ 不 尽 。 くる年 迄 は 動 き もや らぬ 身 に

しあ りけ り。 半 七先 づ 羅 馬 の 古 巣 に 帰 りて弥 々 ウ イ ン

に旅 立 す る 事 と は なれ り。 貧 女 の 楽 み も今 や 茲 に終 ら

ん とす る は い と惜 しけれ ど又 目 出 度 門 出 に も あ りけ れ

ば 三 人 ポ ンム ・ ド ・テ ー ル を 食 うて 送 別 の 宴 を張 り,

日頃 食い た しと思 い 居 り し フ レー ズを た らふ く 食 うて

舌 鼓 み を打 ち,か くな ん。

  貧 交 や 貧 交 の絵 のお く りも の。 杢 助

  行 く君 を フ レー ズ 食ふ て 送 りけ り。

  芋 食 うて 結 び し件 の わ か れ なれ ば

   せ め て は の こせ 音た か き香 を

  君 記 せ よ 自炊 の鍋 の い も の 味

   マ ラ コ フの 宿 一 年 の うち。」33)

 また,誘 う もの が あ れ ば,ジ ャル ダ ン ・ ド ・パ リ,

ムー ラ ン ・ルー ジ ュや そ の 他 大小 の 舞 踏 場 を も 訪 ね,

夜 ふ け て 笑 婦 た ち が 傍 に 群 が って も,酒 を飲 ん でい な

い の に 飲 ん だ よ うに して 戯 れ て い た とい う3l)。

 また,彼 がきわめてユーモアに豊んだ人物であった

ことを示すエピソー ドも多い。次に引くのは,和 田英

作の回想談の一部 と,次 に浅井 自身の戯文,そ して,

それに対する石井柏亭の評言である。

 「此 頃 大 分斯 う云 う風 な もの を 画 か れ た 様 で す 。 ま

だ あ ります … … これ で す が ね。 結 婚 の 祝 い で す 。 随 分

極 端 で ……。」

  唐 紙 の ま く りに は 雄 犬 に尾 す る 雄犬 が 画 か れ て 居

  る。 雄 犬 は 白 で雄 犬 は 黒い 。 背 景 に は 尚 疾 走 す る

  三 疋 と小 便 す る一 疋 と が あ って 「情 約 成 立 」 の 賛

  が あ る。

 「雄 の 顔 を私 に似 せ よ うと して 苦 心 した が 旨 く行 か

なか った の だ そ うで して,ハ ハ ハ ハ ハ,ブ ル ドッ クに

 斯 う云 う戯 文 に 浅井 の ユ ー モ アは 充 分 に 窺 は れ る

が,交 友 の 間 の 短 信の や りと りも 殆 ど ユ ー モ ア を以 て

終 始 した と云 っ て よい34)。

 さらに,浅 井が非常に親切であったことを証言する

記述 も多い。ここでは 『愚劣日記』と黒田重太郎の文

章から引用しよう。

 道 端 に 乞 食 車 が あ りて,老 夫 婦 が 棲 ん で 居 る,金 巾

一 枚 の 壁 で この 寒 さに ど う して 寒 夜 が 過 され るだ ろ う

と思 う。 ポー ル と マ ダ ム と僕 とで,住 い をの ぞ い た ら

実 に膝 を 容 れ る計 りで,憐 れ の 情 が 起 った 。 五 十 仙 や

って 慰 め て や った35)。

 先 生 の 人 柄 を 表 わ す エ ピ ソー ドで 思 い 出 す の は,正

確 に は 私 は 聖 護 院 洋 画 研 究 所 の 開 設 す る一 カ 月程 前 に

先 生 の と ころ に 弟 子 い り して い た が,私 の 書 生 部 屋 の

障 子 が ボ ロボ ロで あ った と ころ,私 が 外 出 して い る留

守 に,先 生 自 か ら 障 子 の 張 り替 え を して 下 さ った 。 又
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油 絵 描 きの 大 家 は,仕 事 を終 え た ら後 か た づ け を す る

時 は 大 底,筆 を 自 分 で 洗 わ ない が,そ れ も浅井 先 生 は

自分 で洗 わ れ た。 決 して 弟 子 に洗 わせ る よ うな こ とを

しなか っ た36)。

 以上 に見て来たような浅井の行動や態度は,典 型的

な分裂質やてんかん質の者では決 して示 されることの

ないものであろう。クレッチマーの性格の類型は,元

来正常ならざる者を対象 としているのであるが,躁 鬱

質＝循環気質に関しては,む しろ最 も好ましい者の性

格特徴 とも言い得るのであっ,て,こ のような性格の人

物で,正 常の範囲を逸脱せず,他 人を悩ますことがな

ければ,当 然人々に敬愛され るであろ う。事実,浅 井

は非常な尊敬 と人望を集めた。石井柏亭は 『方寸

故浅井忠氏追悼号』に次のように記している。

 卅 三年二月廿六日先生欧行の途に上らるる時新橋停

車場のプラットフォームには人山が築かれた高島君は

車中に入 り帽を振って浅井君万歳を叫び之れに和する

万歳の声は気笛をも凌いだ先生は非常な人望家であっ

た37)。

して,以 て 衆 と労 働 を 共 に して,開 会 準 備 を 為 し,以

て 青 年 家 を 励 せ り40)。

 しか し,こ のような非権威的な態度は,一 面では消

極性へとつながる。 『愚劣日記』 にも次のような記述

が見 られる。

 十 六 日伊 藤侯 爵 歓 迎 会 をや る と て,巴 里か ら通 知 が

来 た,僕 等 田 舎 もの は,貴 人 に接 す るの は恐 れ 多い か

ら謹 ん で 断 って 仕 舞 った41)。

 この ような消極的な気分が嵩じて,彼 は争いを避け

るため,何 事につけても他人に譲るとい う,き わめて

退嬰的な態度を取るようになったのではないか。石井

の以下の記述は,浅 井の陥って行った閉塞的状況を示

唆したものと思われる。

 旧友 松 井 昇 は 友 人 の うち で は 浅井 が 一番 よ か っ た と

云 って 居 る。 和 田 英作 は浅 井 を評 して私 人 と して は 申

分 な い が,公 人 と して は 寧 ろ 拙 い 方 で あ っ た と 云 う。

これ も穿 ち 得 た 言 で あ ろ う42)。

また,今 泉篤男氏も次のように述べている。

 そ れ か ら,五 十 七 年 間(1964年 当時),毎 年,十 二

月十 六 日の 命 日に は 当時 の 関 西美 術 院 の 弟子 た ち に よ

って 金 地 院 で黙 諾 忌 が 続 け られ て今 日に 及 ん で い る。

(中 略)半 世 紀 以 上 も の永 い 間,弟 子 た ち が,師 の 命

日に 集 って,そ の 墓前 に額 つ い て い る慣 例 を 私 は 画壇

の うち で他 に知 ら な い。 当時,二 十 歳 前 の 少 年 た ち

は,今 日 で はす で に 七 十歳 を は る か に 越 して い る。 彼

らは,い ま も 尚 昨 日の こと の よ うに 浅井 先 生 を 懐 しん

だ。 墓 前 の 山 茶 花 も,五 十 七 年 の 間 に か な りな 老 樹 に

な って い る。 老 い た る弟 子 た ち は,感 慨 深 そ うに そ の

山 茶 花 の 実 を 一 つ 二 つ も ぎ と って ポ ケ ッ トに 入 れ た り

した38)。

 さらに,浅 井は保守的ではあっ,たが,決 して権威主

義的ではなかった。例えば,第2回 の関西美術会展39)

の開催に当っては,彼 は自ら会場の設営にまで参加 し

ている。中沢岩太は,以 下のようにその時の様子を伝

えている。

 「公人」としての 「拙い」や り方の端的な例は,黒

田清輝との角逐を避け,東 京美術学校教授の職を放擲

し,浅 井教室の弟子達を遺棄 して京都へ移住したこと

であろう。

 ところで,上 に見たように,浅 井が循環気質の特徴

をより強 く示 していたとして,彼 が端的に鬱病に陥 っ

たり,そ の回復に伴なって躁病相を示 したりしたこと

があったであろうか。次第では,そ れを検討 したい。

4

 前述 した京都移住は,浅 井忠の後半生の大事件であ

る。彼は1900年(明 治33年)2月 か ら1902年(明 治35

年)8月 までフランス留学のため日本を離れてお り,

東 京美術学校の教授の職には在籍のままであったが,

本 人は最早東京美術学校へ復帰するつも りは なか っ

た。浅井は,パ リで,後 に京都高等工芸学校43)の初代

校長となった中沢岩太と出合い,同 校の教授へ転出す

る約束を交して帰国したのである。転任 す るに 当 っ

て,周 囲からの反対もあ り,次 の引用のように条件は

必ず しも良 くはなかった。

此挙や浅井君は,身 に泰斗の重望を荷いながら,親

しく出でて鎚を採りて額面を掛け又は引幕を張りなど

 ……彼の転任については,東 京美術学校校長や当時

パ リ出張中の文部視学官正木直彦などと協 議 した結
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果,多 少 難 色 が あ った よ うで あ るが,結 局 浅 井 自身 の

意 志 に 従 う こと とな っ た。 しか し,な お 局 外 の 有 力者

に 異 議 が あ っ た と い う。 お そ ら く,こ れ は 明 治 美 術 会

結 成以 来 の 同志 で,パ リ在 留 中 の 小 山正 太 郎 あ た りを

指 す も の と思 わ れ る。 後 年,小 山 と 同 じ立場 に あ った

松 岡 寿 は 「切 角東 京 美 術 学 校 教 授 に 会 と して推 薦 した

の に」 と私(隅 元 謙 次郎)に 漏 ら した こ と が あ っ た

が,浅 井 の 行 動 は,彼 等 の 期 待 を 裏 切 った もの であ っ

た か も知 れ な い44)。

 浅井はこれ らを敢えて押 し切 ったので あ る。 しか

し,こ れ程の決心をした理由は明らかではない。石井

柏亭以来,当 時の浅井の真情を吐露 したものとして,

評伝には必ず引用されて来た1901年9月13日 付 の,弟

達三宛ての手紙を以下に掲げるが,そ れを読んでも,

なお釈然としない。

 現 今 の 日本 の 社 会 程 イ ヤ ナ もの は な きか と存 候 。 な

ま 中外 国 を 見 て 多 少 の 希 望 を抱 て 帰 れ ば 一 も其 希 望 を

達 す る事 不 叶,只 煩 悶 して 人 に 悪 ま れ 人 に 攻 撃 され る

材 料 と相 成 候 が 洋 行 帰 りの 常 な り。 何 し ろ 日本 と西 洋

とは 総 て の 事 が あ ま り異 な りて 居 るか ら一 方 に 慣 れ る

と ど う して も衝 突 が 起 る。 総 て 西 洋 の 方 が 実 際 的 に し

て 日本 の方 は空 想 的 に 出 来 て 居 る… …(中 略)美 術 工

芸 な ど云 う事は 今 百 年 斗 りは トテ モ 旨 く行 く こと は な

か ろ うと思 うと,小 生 等 が 当地 に来 て見 て帰 っ た だ け

が 結 局 煩 い の 種 とな りて,国 へ 帰 っ ては 施 す 手 段 は 少

しもな き様 に 思 う と,見 ぬ 方 が 増 しな らん か と も思 い

居 り候 。 其 上 日本 人 は 殊 に 気 が 小 サ ク一 人 エ ラ キ もの

が 出 る と寄 て タ カ ッテ イ ジ メて 仕 事 の 出 来 な くな る様

に す る。 自 分 よ りエ ラ キ人 を こ し らえ るが 嫌 い な 人 種

だ か ら困 る。 殊 に 美 術 家 と か 文 学 者 とか 云 う もの は 咄

しに な ら ぬ腐 っ た社 会 だ か ら,小 生 は 今 で は あ き らめ

て,総 て消 極 的 で な ん に も しな い で 是 か ら 社 会 を 過 て

遊 ん で仕 舞 ん との 覚 悟 であ る。 夫 故 京都 へ 引込 ん で陶

器 で もい ぢ って 暫 ら く遊 ば ん が 為転 任 の 約 束 を して 置

た,沢で あ る。 色 々食 い 方の 材 料 は 見付 け て 置 た 積 りだ

か ら,か らだ さえ 丈 夫 な ら乾 死 ぬ 事 は な い.……(下

略)45)。

にならぬ腐 った社会」と呼ばれなければならない程の

存在であったかどうか,大 いに疑問が あ る。 こ こで

は,む しろ浅井の被害妄想が露わに示 されている。そ

の被害妄想は,当 時浅井が抑鬱状態に陥 っていたこと

の標識ではないであろうか。 しかも,一 見他罰的 と思

われる文面も,「 芸術家とか文学者」 の中には当然彼

自身も含まれるのであるから,実 は自責の念,罪 責感

の表現と考えることも可能である。言 うまでもなく,

罪責感も抑鬱状態の感情の特徴である。

 ところで,こ の手紙が書かれた1901年9月 は,浅 井

が堰を切 ったように制作を始める,4回 目の グ レー

(Grez-sur-Loing)46)滞 在(同 年10月1日 ～翌3月21

日)の 直前に当る。3回 目のグレー滞在(同 年5月8

曰～17日)か ら,そ れまで4ケ 月半パリに留まってい

たのであるが,そ の間は重要な作品は描かず,日 記 も

残されていない。 しか し,10月 か らのグレー滞在中の

早い時期に,『 グレーの洗濯場』(pl.4,ブ リヂストン

美術館蔵),『 グ レーの柳』(pl.5,京 都市美術館蔵),

『グ レーの秋』(pl.6,東 京国立博物館蔵)な ど,浅 井

の最高傑作が次々と制作されたのである。従って,手

紙の書かれた9月 中旬は,既 に抑鬱よりの回復期に入

っていたことは間違いない。 ちなみに,他 人 に対 す

る不満足感 も回復期に復活する感情なのである。そし

て,10月 以降は全 く回復 して,『 愚劣 日記』 からも分

るように大変陽気に暮 らし,前 述の秀れた作品群を描

いたのであった。このように,制 作が進まない時期 と

きわめて旺勢な意欲を示す時期が交替するということ

は,気 分の周期的な変調を思わせる。それは,年 代記

的に彼の生涯の作品を検討すれば,さ らに明らかにな

ると考えられ る。

                         

 仮 に,こ の手紙が転任を決意するに至 っ,た感情を明

らかにしているとしても,そ の感情と浅井を取 り巻 く

現実の状況とはかな り隔たったもので あ った。確 か

に,出 自も立場も異にする黒田清輝 との角逐は避けら

れないとしても,黒 田も含めて周囲の人々が,「 咄し 4
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写 生 に は,私 も時 と して 伴 わ れ た 。 こ ち らが 鉛 筆 画の

枚 を 半 分 も終 らな い 中 に,ワ ッ トマ ン4ッ 切 を2枚 は

楽 々描 き上 げ るの だ か ら,仕 事の 早 い に も驚 い たが,

そ れ で い て 急 所 急 所 は ち ゃん と抑 え て あ る の で,首 を

ふ って 感 心 す るば か り,ど うだ い と 云 われ て も,は あ

と云 った 切 り,言 葉 は続 か な か っ た49)。

5

 以上,や や常識に外れる言動を検討 したが,こ のこ

とからも浅井忠は躁鬱質＝循環気質の性格特徴を備え

ていた,と 判断することが出来るのではないであろう

か。もっとも,浅 井の律義さや正義感などから見て,

彼 の性格は,下 田光造の称えた鬱病の病前性格である

執着性格,あ るいは,テ レンバ ッハ(Hubertus Tel1-

enbach,1914～  )の メランコリー親和型50)に近 い

特徴を示す,と いう意見 もあるに違いない。下田によ

れば執着性格の特徴 とは以下の通 りである。

6

 一方,浅 井が,他 人をあきれさせるような躁病に陥

ることは殆どなかったと思われ る。しかし,彼 が時に

軽躁性を示 したことは,黒 田重太郎が都鳥英喜47)の話

しと伝える次のエピソー ドからも明らかである。

 …… 都 鳥 英 喜 の 話 に よ る と,あ れ で も若 い時 は 随 分

茶 目だ った ら しく,例 の 部 美 術 学校 時 代,風 景 画 の宿

題 で,所 は 忘 れ た が,何 で も郊 外 の池 の あ る 所へ,同
                        

級 生 と一 緒 に 写 生 に 出 か けた こ とが あ る。 岸 に1艘 ぼ
 

ろ舟 が 繁 い であ った が,他 の 者 が 池 畔 で描 い て い る 問

に,浅 井 は1人 そ れ に乗 っ て漕 ぎ 出 した。 それ が お と

な し くで も して い る こ とか,は し やぎ廻 っ て い る 間 に

丹 が 引 っ く り返 り,携 え てい た絵 具 箱 を水 底 に沈 め て

了 った 。 色 々や っ て も取 れ な い の で,友 人 の 描 き了 る

の を待 ち,そ の 絵 具 箱 を 借 りて描 い た が,そ の 時 は も

う 曰の 暮 れ る の に 間 も な か っ た が,浅 井 の そ の 速 写 の

風 景 画 は,あ くる 曰,指 導者 の フ ォ ン タ ネジ か ら激 称

され た と云 う48)。

 また,こ のような精神的テンポの早 さは,後 半生の

京都時代にも,制 作の速度の早 さとして発揮 されたよ

うであり,や はり黒田が次のように回想 している。

 此 異 常 気 質(執 着 性 格)に 基 づ く性 格 標 識 と して は,

仕 事 に 熱 心,凝 り性,徹 底 的,正 直,几 帳 面,正 義 感

や 義 務 責 任 感,胡 麻 化 しや ズ ボ ラが 出 来 な い 等 で,従

って 他 か ら確 実 人 と して 信 頼 され,模 範 青年,模 範 社

員,模 範 軍 人 等 と責 め られ て 居 る種 の 人 で あ る51)。

 しか し,浅 井 は 仕事 熱 心 で は あ ろ うが,決 して 「徹

底 的 」 に完 璧 を 追 求 す る こ とは な か った 。 そ の 制 作 態

度 は,前 述 の よ うに 即 興 的 な こ とが 多 か った と思 われ

る。 た だ し,メ ラ ン コ リー 親 和 型 に 特 徴 的 な 他 人 本 位

の 態 度 は,既 に 見 て 来 た よ うに,浅 井 に も強 く認 め られ

る。 と もあ れ 浅 井 は,フ リー ド リ ッヒ(Caspar David

Friedrich,1774～1840)や コ ンス タブ ル(John Con-

stable,1776～1837)と 同 じ く,分 裂 病 圏 で は な い,

躁 鬱 病 圏 の 画 家 と言 うこ とが 出来 る。 次 に は,そ の よ

うな 彼 の 性 格 が そ の作 品 に対 して持 つ意 義 につ い て も

述 べ た い 。

5

 浅井忠が,鬱 病を発症 しても不思議ではない状況に

育ったことは指摘 されてよいであろう。すなわち,7

歳 の時に父親を失ない,幼 い頃から家長 としての過重

な負担を強いられて育ち,母 親に対 しても通常の子供

のように依存することが出来なかったのではなかろう

か。土居建郎氏は鬱病の原因について,次 のような精

神分析的考察を行なっている。

……聖護院の家から遠からぬ白川や若王子あた りの そ して この さい,人 間 の も っ と も基 本 的 な 対 人 的 欲
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求 は 「甘 え る」 こ とす な わ ち依 存 欲 求 で あ る とい う仮

定 か ら 出発 しよ う。 と こ ろ で 甘 え る とは,相 手 の 愛 情

に依 存 し相 手 と の一 体 感 を 求 め る こ とで あ る,と 定 義

され る。 しか しも と も と一 体 感 を所 有 して い る者 な ら

ば,ふ つ うの 意 味 で は 甘 え を示 さな い で あ ろ う。 実

際,う つ病 患 者 は 少 な くと も表 面 上 は 甘 え る こと が な

く,相 手 に 依 存 した い とい う意 識 す ら伴 わ な い こ と が

多い 。 そ れ に か れ らは 通 常 両 親 に 甘 え られ る境 遇 に 育

って は い な い 。 そ こで 以 上 の こ とか らつ ぎの 推 論 を く

だ す こ とが 可能 とな る。 す な わ ち この よ う な 人 た ち

は,幼 時 あ る種 の 持 続 的 な 精 神 的 外 傷 を 受 け て 親 に 甘

え る ら し く甘 え る とい う体 験 を もた ず,そ の 代 わ りと

して 想 像 上 の 一 体 感 を い だ く よ うに な った の で は なか

ろ うか。 私 は,こ の よ うに 本 来 の 依 存 欲 求 の 不 満 を防

衛 す る た め に 生 じた状 態 こそ ナル チ ス ム ス と よば れ る

べ きで あ る と思 う(こ れ は 従 来 の ナル チ ス ム ス概 念 と

異 な る)。 この 心的 防 衛 と して の 一 体 感 が 失 わ れ た と

きに,い ま ま で 隠蔽 され て い た 基 本 的 葛 藤 が 病 的 状 態

とな っ て 出 現す る の で あ ろ う52)。

また,飯 田真氏も以下のように記述している。

これに対して,前 にも見たように,浅 井は即興的で速

筆であ り,戯 画を描 くこともしば しば あった。や は

り,浅 井の場合は,躁 鬱質の特徴 をより強 く示してい

るようである。クレッチマーによれば,躁 鬱質(循 環

気質)の 芸術家(特 に作家)は,次 のような特徴を持

つと言 う。

 こ こで は,循 環 気 質 の 特 徴 を も つて い る 作 家 と し

て,リ ア リズ ム作 家 とユ ー モ ア作 家 を取 り上 げ な けれ

ば な らな い だ ろ う。 そ の 両 者 は 密 接 に 結 び つ い て い

て,は っ き り と二 つ の 違 う ダ イ ブ と して 区 別 す る こ と

は で きな い。 つ ま り,リ ア リズ ム作 家 の 作 品 は ユー モ

リス トの 調 子 で 色 づ け られ て い る し,ユ ー モ リス ト作

家 の 作 品 に は強 い 写 実的 な 部 分 が 相 当 見 い だ せ るか ら

であ る56)。

 なお,そ れでも浅井の作品は,コ ンスタブルや,同

じく執着性格の画家フリー ドリッヒの作品との類似を

示 してお り,徳 田良仁氏が後者に言及しつつ述べた次

の言葉は,浅 井の作品に関しても妥当するものであろ

う。

 うつ病圏に傾いた症例に即 してみると,特 定の社会

的,家 庭的状況,例 えば体制や伝統の維持あるいは復

興が強 く要請される社会や家庭にあって,そ の期待を

荷わねばならない状況と結びついて,自 立をめぐる思

春期ない しは青年期の危機が生起 し,そ れを克服する

ための心的機制として執着性格が顕在化 し,成 人期に

おいて庇護的な空間喪失など或る種の状況下におかれ

ると,こ の心的機制が有効性失い,そ の結果としてう

つ病が発病すると解釈できる場合が多い53)。

 浅井は,「 体制や伝統の維持 あるいは復興が強 く要

請される」環境に育 ったし,画 家を志 し,自 立を来た

すまでには,家 族への強い反抗を示した りも してい

る54)。そ して,45歳 になってからのフランス留学は,

「庇護的な空間喪失」に当るであろう。あるいは,幼

時に次弟を亡 くしたことも,浅 井にひそかな罪責感を

抱かせ,抑 鬱状態の原因になったかも知れない。

 しか し,躁 鬱質の特徴とともに,典 型的な執着性格

を示 したコンスタブルと比べれば,そ の制作態度の違

いは歴然としている。コンスタブルは,完 壁な構図を

求めて完成作大のスケッチまでも描いてお り,写 生に

熱中するあま り,野 ねずみがポケットに飛び込んでも

気付かなかったというエピソー ドも伝わっている55)。

 分裂病的世界における多元的な様式化をは じめ,幻

想的,夢 幻的表現,さ らには装飾的 ・常 同的 傾 向 な

ど,特 異な創造性とは視点をかえて,広 く人間性の基

盤に根源をもつうつ病の世界は,万 人の共感を呼び起

こ し うる い わ ゆ る 一般 的 写 実 的 表 現 様 式 の 自然 描 写 か

ら深 く象 徴 的 意 味 を こ め た 表 現 に 至 る 芸 術 の 一 宝 庫 で

あ る とい え ま し ょ う57)(傍 点 筆 者)。

 さて,個 々の作品の意義については,以 上の考察を

踏まえながら,な お慎重に検討 しなければならない。

また,浅 井忠の歴史的 ・社会的位置付けも,性 格特徴

を考慮 しつつ改めて行なえば,新 しい意味も発見する

ことができると思われ る。しかし,そ れは,い ずれ稿

を改めて発表 したい。
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 追記:本 文中の引用は,す べて横組みとし,必 要あ

る場合を除いて,旧 字を新字に改めた。なお,仮 名遣

い,和 数字は原文のままとした。

－35－



〔註〕

1)隅 元 謙 次 郎 『浅 井 忠 』,日 本 経 済 新 聞 社,1970

2)佐 倉 市 史 編 さん 委 員 会 『佐 倉 市 史 』,1973,p.445

3)田 中 暢 『浅 井 画 伯 の幼 年 時 代 』(池 辺 義 象 編 『木

魚 遺 響 』,芸 艸 堂,1909,pp.10～11)

4)窪 田洋 平 『熟 語 小 伝 』(『木 魚 遺 響 』,p.10)

5)窪 田ibid(『 木 魚 遺 響 』, p.9)

6)中 沢 岩 太(1858～1943),工 学 博 士,東 京帝 国 大

 学 工 科 大 学 教 授,京 都 帝 国 大学 理 工科 大 学学 長,京

 都 高 等 工 芸 学 校 校 長 。

7)乾 由 明編 『浅 井 忠 』,至 文 堂(近 代 の 美術5),1971

8)柏 木 恵 子 『子 ど もの 発達 に お け る 父親 の 役割 』,現

 代 の エ ス プ リNo.142,1979年5.月, p.75;な お 当

 該 論 文 の初 出 は 「母 子 研 究 」(社 会 福 祉 研 究 所,1978

 年2月)で あ る 。

9)石 井 柏 亭 『浅 井忠 』,芸 艸 堂,1929,p.51

10)Sula Wolff “Children under Stress”,1969,邦

 訳 『ス トレス に遭 った子 供 た ち― 子供 の 精 神 分 析 』

 (内 村 節 子 訳),河 野 心理 教 育研 究所 出 版 部,1977,

 pp.88～89

11)黒 田重 太 郎(1887～1970),聖 護 院 美 術 研 究 所 と

 関 西 美術 院 に 於 て 浅 井 に 師 事 した 。 京 都 市 立 美 術 学

 校 教 授

12)黒 田 重太 郎 『浅 井 先 生 の こ と』,三 彩No.253,

 1970年1月 号,p.15

13)E.Kretschmer “Korperbau und Charakter”,

 1921;邦 訳 『体 格 と性 格 』(相 場 均 訳),文 光 堂,1960

14) 石 井 ibid., p.87

15)そ の よ うな誤 解 を避 け る た め,ミ ン コフ ス カ(F.

 Minkowska)は 「粘 着 気 質(glischroidie)」 とい う

 言 葉 を用 い た 。

16)Wilhelm Arnold “Person, Charakter, Person.

 lichkeit”,1969;邦 訳 『性 格 学 入 門 』(託 摩 武 俊 訳),

 東 京 大 学 出 版 会,1976,p.93

17)宮 城 音 称 『性 格 』,岩 波 書 店,1960,p.29

18)石 井 ibid., pp.41～43

19)黒 田重 太 郎 『京 都 洋 画 の黎 明期 』,高桐 書 院,1947,

 p.79

20)黒 田重 太 郎 『浅 井 忠―― 人 と作 品 』,み ず ゑNo.

 593,1955年1.月 号,p.37

21)黒 田 『京 都洋 画 の黎 明 期 』,p.151

22)田 村 宗 立(1846～1918),京 都 府 画 学 校 の 西 宗(西

 洋 画 科)に お い て,1881(明 治14年)か ら1889(明

 治22年)ま で 教 鞭 を取 った 。

23)『 愚 劣 日記 』,1901年(明 治34年)10月 か ら翌 年3

 月 に か けて の グ レー 滞 在 中 に,和 田英 作 と交 替 で 記

 した 。1901年10月1日 か ら12月19日 まで の 記 事 が あ

 り,『 木 魚 遺 響 』 に所 収 され て い る。 なお,浅 井 は

 杢 助,和 田 は紫 桐(後 に外 面)の 号 を用 い て い ろ。

24)和 田英 作(1874～1959),鹿 児島 の生 まれ で黒 田

 清 輝 直 系 の弟 子 で あ る が,グ レー村 で共 同 生 活 をす

 る な ど浅 井 と も非 常 に親 しか った。 東 京美 術 学 校 教

 授 。

25)『 愚 劣 日記 』,11月29日 の 項(『 木 魚遺 響 』,pp.128

 ～129)

26)『 愚 劣 日記 』,11月29日 の項(『 木 魚 遺 響 』,pp.129

 ～130)

27)和 田英 作 『滞 仏 中 の 浅 井 君』,方 寸 第2巻 第2号,

 1908年(明 治41年)2月,p.4

28)高 頭 忠 明 『循 環 病 質 の 気 質―― ク レ ッ チ マ ー の

 「体 格 と性 格 」 よ り―― 』,現 代 の エ スプ リNo.88,

 P.29

29)高 頭 ibid., pp.32～33

30)黒 田 『浅 井 忠―― 人 と作 品 』,p.37

31)隅 元 ibid., p.25

32)和 田 ibid., p.3

33)石 井 ibid., pp.89～90;こ の 戯 文 は,石 井 に よれ

 ば,「 半 七(田 中)八 半(中 里)杢 助(浅 井)が 此

 共 同 生 活 の 終 りを告 げ る時 記 念 と して浅 井 が 戯 画―

 ― 三 人 じゃが 芋 を食 ふ 図―― を描 き 自 ら讃 を した扇

 面 」 の讃 で あ る 。

34) 石 井 ibid., p.90

35)『 愚 劣 日記 』,11月12曰 の項(『 木 魚 遺響 』,p.116)

36)黒 田 『浅 井 先 生 の こ と』,pp.14～15

37)石 井 満 吉 『浅 井 先 生 を憶 ふ 』,方 寸 第2号 第2巻,

 1908年(明 治41年)2月,p.9
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44)隅 元ibid., p.40

45)石 井ibid., pp.108～109よ り引 用

－36－



46)グ レー村(Grez-Sur-Loing)は パ リ南 東 約80km ,
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53)飯 田 真 『躁 うつ病 の状 況 論 』,現 代 の エ スプ.リNo .
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 の こと)の 相談にて,伯 叔父達に謀 らざりし,当 時

 美術などの語はなく,単 に画かきと賤称せ し武士気

 質 の親族輩の攻撃には殆ど閉口した り」と,浅 井が

 自立を達成するまでの 「反抗」について述 べて い

 る。ところで,飯 田氏は前掲の論文中で 「7～8年
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 合 をしばしば経験した」と述べているが,窪 田の証
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55)John Walker“Constable”,1979;邦 訳 『コンス
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美 術 館 案 内

ブリヂス トン美術館

開 館 時 間

休  館

入 場 料

東京都 中央 区京橋1-10-1(〒104)

     TEL,(03)563-0241

年前10時 ～午後5時30分(但 し土曜 日は午前11時 ～午後5時45分)

毎 月曜 日,年 末年 始 (12月28日 ～1月4日)

(個 人) 一般¥300,大 ・高生¥200,中 ・小生¥100

(団 体) 一 般¥200,大 ・高 生¥100,中 ・小生¥50
15名 以上

尚,特 別展の場合は変更することがある。

2階 平 面 図

倉 庫

手　 流

第5展 示室 第3展示 室 第4展 示室

貴賓室

館長室

受付
事務室

ロビ一

会議室

控室

入口
第1展 示室 第2展示室

1階 ブ リヂス トンホ ール平 面図 3階 平 面 図

ステージ 控 室

展 示 室 資料室

手洗

会議室

手洗

ホ ー ル

入  囗
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久留米 ・石橋美術館 福岡県久留米市野中町 石橋文化センター内(〒830)

TEL.(0942)39-1131

開 館 時 間

休  館

午前9時 ～午後5時

毎 月曜 日,年 末年始 (12月28日 ～1月1日)

他に陳列替のため臨時休館がある。

入 場 料 (個 人)一 般¥200,大 ・高生¥150,中 ・小生¥100

(団体) 一 般¥150,大 ・高生¥100,中 ・小生¥ 50
20名 以上

尚,特 別展 の場合 は変更す る ことがあ る。

2階 平 面 図

第5展 示室 第4展 示室

第6展 示室 ロ ビ ー 第3展 示室

第7展 示室 第2展 示室

第8展 示室 第1展 示室

画庫

文

化ホ
ー1ル

手
洗

人 口

石橋文化センター

文化会館

図 書 館

事務室

館
長
室

1階 平 面 図

第8展 示室

第7展 示室

第6展 示室 第9展 示室

第4展 示室

第3展 示室

第2展 示室

美術館 第5展 示室 第1展 示室

倉庫 手
洗 入口

集会室

－39－





ブ リヂス トン美術館

久留米 ・石橋美術館

1978年 度館報

Bridgestone Museum of Art

Ishibashi Museum of Art

  Annual Report 1978






